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®

.

か
ら
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す
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瞧
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1
9〕

て
ゆ
に1

4

の
色
の
目
に
着
く
も
の
や
、
墨
に
膠
を
交
へ
て
光
澤
を 

W

し
た
部
分
の
際
立
っ
て
見
え
る
笠
彩
版
肅
が
漸
く
熱
力
を

i
J

旧
し 

て
來.
た
。
虹
输
と
か
漆
綺
と
か
稱
せ
ら
る
-

^

も
の
が
れ
で
あ
る
。
 

特
に
此
の
時
代
にJS

躍
し
た
齒
家
に
風
流
大
和
肅
師
奥
村
親
妙
政
信 

が
あ
る
。
清
信
か
ら
政
信.に
來
る
と"

所
謂
、
飘
窜
足
、
妮
蝴
描
き 

の
裘
放
、
勁
健
は
失
せ
て
、
箸
し
く
優
雅
、
縦
腫
の
趣
が
加
っ
た
。 

荒
事
か
ら
が
事
に
移
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

i

ボ
五
圖
は
即
ち
奥
村
：

'

^

信
の
細
刺
漆
耕
で
あ
っ
て
、
江
戶
、
京
、 

大
-

暇
の
色
子
を
書
，さ
わ
け
た

一

ニ
幅
對
で
あ
る
。
色
子
と
は
、
藝
ょ
り 

も
寧
ろ
色
を
賣
る
俳
優
を
指
し
て
云
ふ
言
葉
で
あ
ら
ぅ
。
政
信
は 

「

日
本
肅H

奥村政信正と堂々

.

と
暑
名
し
て
其
の
職
業
的®

 

位
を
示
し
、
其
の
技
巧
の
優
秀
を
@
信
し
つ
、
あ
る
織
人
で
あ
る
と 

共
に
、
通
腿
町
に
ホ
飘
摩
を^

標
と
し
て
、
紅
維

.
總
草
紙
の
却
し 

を
業
と
す
る
問
屋
商
人
で
も
あ
っ
た
。
彼
れ
は
個
人
主
義
的
意
識
の 

目
覺
め
か
け
た
時
代
の
職
人
兼
商
人
で
あ
っ
た
。
.彼
れ
は
自
己
の
作

鶴
：の

劉

繁
>

 

るi

を 

‘

惧
れ
て
"「

.

H

名
’奥
村
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を
御
召
可
：被
下
候」
と 

，
記

し

て

ぉ
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^

0

ン

.
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,
,
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，

「

天
和
演
享
'の
町
人 

，
.は

、
： '

:

P

心

に

，
ル

し

： 

は
似
た
る
可
し
、

」

孕
保 

以

来

の

せ

ル

人

中 

の
ル
人j

"

と
.ー
此
し

.

彼
き
は
著
し
く
營
利
的
と
爲
つ
た
。
现
金
、
☆

喪
、
掛
値
な
し
の
货
が
版
繁
に
も
現
れ
た
。
i

■

れ
行
き
が
著.
み

^
加 

す
る
に
速
れ
て
、
彩
色
の
施
し
方
は
著
し
く
1

亂
雜
と
赛
た
。
第
六
圆
と
し
て
揚
げ
る
も
の
は
同
じ
く
奥
村
屋
出
版
せ
.お
 

て
ね
，る
奥
村
利
信
のi

之
§

幅
對』

.

中
の
：

一
:

枚
や
あ
：ま

利

信

は

，鶴
月
堂
文
全
と
稱
し
、
前
記
政
信
の
で
あ
る
と
か
、
ホ
で
あ 

る

‘と

か

、

又
‘
I

子
で
あ
る
と
か
糖
ん
に
言
は
れ
て
ね
る
鶴

H

で
あ
を
0

遊
女
がg

だ

1

人
、
行
#

の
火
影
に
乳
房
も
あ
ら
は
に.
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き
の
政
信
の1

と/

f

劣
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ら
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1

な
p

§
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は
燃
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金
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。
然
し、
4

 

-
' 

:
v

商
品
‘

さ
し
；
：
て
：
の
^
^
.
输

彼

窜

 

■ 

 ̂

-

X

-



獲戴!- -•，ウン

ザ-

:

魔

w

し

ャ

：
篇
世
嚴
脱
廣.

. 

c
r

u
〕

色
は
如
何
に
も
無
踏
作
で
あ
つ
V

、

M

の.
f

加
に
應
す
る
：が
爲
め
に
海
れ
た
碧
艦
纖
め
跳
が
あ
り
く
と
窺
は
れ
る
。
斯
く
し
て
：：
 

大
量
生
産
の
效
报
を
舉
ぐ
る
が
厲
め
に
、
色
板
を
使
用
レ
た
，激
純
な
：
翁
聯
縫
黎
第
に
難
取
版
鶴
に
代
る

こ
と
、
ぽ
る
の
で
あ
る0 

= 

.

此
ゎ
時
代
の
：

版
！！

の
手
彩
色
：

冬
數.

の
乎̂

&

職
入
：

£

翁
#

ら
れ
，た
：も
わ
‘
^
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觀
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来
る.
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こ
ろ
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甚
ガ
誤
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多
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で
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ぁ
る
が
、
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ポ

於
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て「

享

保

の

ま

營

赠

と

稱

す

る

も.の
、.
淺
草
御
肩
朋
町
和
、
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嚴
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^

四
郞
、
：：通
腹&

奥
村
源
六
部
：

(

識
名
を
懷
月
：堂
文
满
政
信^
,

5

:

、巧
％

本
間
？
^

な
：り
；

)

，.；4
^

ぶ
族
來
て
い
：

」

饥
逾
？
^
居

滴

雁

餐 

西の内の紙化煎じ蘇木黄：

^

膠
黑
に
藍
蝶
に
て
ざ
：力
と
激
色
、
砂
滿
^
^
^
^掀
ひ
た
る(

或
ひ
は
直
ぶ
欢
乂
め
力
、き

-
V

灘

，
 

ベ
、
鼓
に
割
註
を
施
し
て
、

「

此
の
彩
色
す
る
者
多
き
中
、
深
川
洲
先
.

に
住
め
る
老
婆"

至
つ
て
ト
：乎
な
ゎ
し
と
、：
屋

.

S

1

郁
が
母
'談 

V

き」

と
記
し
て
ゐ
る0

こ
れ
だ
け
の
叙
述
の
中
に
も
、
B

e

含
ま
れ
て
ゐ
き
と
は
明
か
でt

が
1

鬼
に
角
、
こ
れ
に.
ょ
つ
，
て.

.
rを
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:
:

者

，
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；
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め
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化
參
■

つ■
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化

擦

知

；
あ

ら

れ
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書
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と
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し
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各

ま
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ん

衝■
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風
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欲

購
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口
原
め
ポ̂

橋
器
町
に
移
り
、
俘
暴
か
全
翦
に
括
躍
し
た
商
人
で
ぁ
る

0
 

5

人
志
氣
英
過
、
不#

細
接
人
以
信
ト

と
：！
1
E

ポ
か
、
ま
" 

巧
‘

思
妙
算
非
他
人
所
能
及
也

」

と
頭
せ
ら
れ
た
此
の
出
版
界
の
備
村
は
'

寬
政
九
ギ
H

月
六
日
、
ぐ
齢
四
十<

に
しH

段
じ
；^

ぐ(

瓦
老
、

石
m

l

望
携
、
霞

、
吉W

融
誉
，
稷
草
正
法☆

碑
文
參
照)
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ベ
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.

是
れ
等
の
遊
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轿
や
役
紫
維
、
近
松
n

左
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門
流
の
言
葉
で
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n

へ
に
、

「

お
や
ま
轿
や
、
浮
世.巧維しは
、恰鹿、
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湖
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美
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年
：に
よ
り
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、
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閑
か
に
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江
戶
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タ
を
資
セ
漆
が
れ
た
も
の
セ
、あ
ら
ぅ
。
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で
揚
ぐ
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も
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、
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版
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け
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拾
は
-

^

.

拾

W
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今
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懷
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ぱ
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桃
火
事
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後
の
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幼
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具
者
救
濟
策
と
じ

P

免
許
ぞ
.要
す
る
，じ
と
一
-

^

爲
り
ン|
' 

呼
び
寶
ゎ
^
^
す
る
者
も
大
部
分
ほ
資 

し
い
少
年
で
あ
ク
た
ら
ぅ
と
思
は
れ
る
形
、
こ
の
姿
辕
を
見
て
ゐ
る
と
、
苗
藻

の

「
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賣
の
應
あ
は
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り
鹿
比
焼
講
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又
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饮
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付
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可
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無
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告
せ
ら
れ
た
が
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の
效
力
を
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と
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ク
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牧
输
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當
路
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ぶ
る
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ぶ

法
は
、
固
よ
力
早
く
か
ら
蒋
し
て
居
つ
た
が
，
こ
れ
が
ブ
妆
綺
に
適
用
せ
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ら
‘
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®

彩
の
紅
输
若
，し
ぐ
は
漆
输
の 

寺
代
が
漸
く
終
ク
て"

版
彩
の
紅
辨
，
即
ち
紅
招
输
が
次
第
に
行
は
れ
を
よ
ぅ
に
爲
つ
一
た
の
は
延
享
、寬
延
の
頃
と
看
做
さ
れ
て
ゐ
を

"
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フ
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メ
ロ
.サ
は
、
奥
村
政
言
を
以
つ
て> 
年

0々

流
行
を
追
：ふ
こ
：と
，鳥
居
派
に
比
し
て
更
ら
に
切
實
な
る
も
の
あ
る
を
認
め
"
彼
れ
の 

變
ホ
を
以
ウ
ガ
享
保
以
後
の
ギ
品
の
年
代
を
あ
む
に
當
ク
て
重
要
な
る
指
南
た
る
も
の

i

做
し
、

保
元
年
頃
の=&

と
氣
定
せ
ら
る 

、
彼

れ

の
^

^

の圓をル
最後に

&

い
も
の
と
觀
て
ゐ
るP
:

而
し
て
芝
神
明
前
®
地
本
問
屋
江
見
屋
上
村
言
右
衛
門 

に

よ

つ.
.

て.
、
色
.

招
の
技
.

術
的
發M

の
上
に
多
大
な
る
效
果
の
あ
つ
た
.「

見
當」

が
發
明
せ
ら
れ
た
の
は
、
延
享
元
年
の
こ
と
で
あ
つ
た 

と
傅
へ
ら
れ
て
わ
る
。
然
し‘

斯
く
の
如
き
蜀
山
人
の

『
一
話一

S

の
所
說
に
對
し
て
は
圓
よ
り
異
論
な
き
を
得
ま
い
。
'

版
⑧

縦
時
代
に
活
躍
し
た
浮
世
输
師
に
は
前
記
奥
村
政
信
の
外
に
、
な
ま
一
め
か
し
い
避
女
維
を
多
く
書
：き
な
が
ら

，

.

.
"象
を
持
す
る 

ど
と
諶
绩
、
嘗
ク
て

足

.を
雄
み
入
れ
た
こ
と
が
な
が
つ
た
か
ぺ
ら
ざ
ゐ
る
小
傅
馬
町
の
宿
屋
無
屋
の
娘
ぬ
戀
辦
六
榻
圃 

,

お
川
1

0

:

父
.

：石
川
秀s

i

、
仙
花
堂
西
村f

 -

.
其

の

他

が
I

が
、
殊
に鳥

居
：
'
!

派
の
努
力
が
注
目
：に
偵
す
る
0

ン
ニ
.代
霞

、 

襟

清

重

、.
淸經などが是れ

で
あ
る
。
ご
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ベ
劇
場
；と
密
接
な
る.關
係
に
在
0

た
鳥
居
；
派
の.
力
に
‘

よ
つ
て
，芝
居
総
は
著
し
'
^
發
達
し
た
タ
坪
內
道
遙
博
セ
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み
へ
ゆ
た̂
^

^

^

廣
俗
の
復
海̂

養
悅
、
，言6

〜

-#

の
‘

舞
鋒
"

^

{

の
踏
れ
^
^
も
自
覺
じ
な
レ
廣
の
有
頂
天
の 

的

情

調

な

，繁

た

身

分

相

應

、
知
識
相
腹
、

'

'

嗜

奸

相

ま

概i

機
關
、‘i

s

か
有
撒
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同
じ
ぎ
民
衆
藝
術
家
俘
观
输
師
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#

に
か
ウ
1

^

穩
か
に
表
を
か
れ
た0

ー
ホ
ぁ
れ
か
人
、
白
粉
つ
け
し
务
ゆ
畑

」

"

の
&

が
丹
靑
の
按
に
ょ
ミ
寫
し
出
さ
れ
た
。

^
^
^

師
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恰
經
■
紘4=̂

ど
寫
す
於
如
ぐ
に、
"

坂
取
齋in

郞
V
一
市
村
將
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瓶門
、
"衝
枚
宗
+
郞
舉
ゆ
參
妻
を
描
レ
た
の.で
ぁ
る
。
"

,

1

&

输
の
浮
世
織
版
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時
に
於
い
て
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未
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江
戸
の
特
産
物
で
ぁ
つ
て
當
時
京
：攝

の

地

に

は

ぐ

た

1

ソ
の
自 

，
得敎文西ル；

^

信
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■

求
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#

攀
と
に
氣
を
吐i

T

て
れ
.>

0

に
風
ぎ
な.

S

。；祐
信
は
其
の
數
多
き
の
大
作
た
る
寬
保

1
1

年
の 

,

『

；|
:

^

懷
：
^

.

躲』

§
0

败
银
か
於
.

を

、
：肅
浜
媒
色
を
鎌
じ
，；
漢
齋
£

抗
し
.

て
、
國
齋
従
齊0

意
氣̂
^

示
じ
、
遠
く
他 

近 

.

-

^

银

が

國

S

か
慨
歎
し
、*^
此
の
國
に
し
て
、
此
の
國
の
風
俗
わ
見
識
せ
ば
"

：
豈
、
樂
し
か
ら
す
や

」

と
叫
ん
で
ゐ.
る
0
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ぺ
速
く
上
：化
に
：

3

ハ
の
を
發
レ
な
が
ら

V

封
建
の
.

世
に
於5

て
武
家
隱
級
か
保
謹
の
下
に
勃
興
'

せ
る
支
那®

に
®
せ
ら
れ
で
氣
息
齋
 々

れ
る
サM
廷
.

ヘ
ム.赚
.の 1

蘇
大
和
输
派
は
、
.

愛
に
新
與
町
人
階
級
の
藝
術
と
し
て
新
た
な
る
生
命
に
輕
り
、

「

大
和
浮
世
織.
と
て
、
世
の
ょ
し.

な
i

をP

品
i
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#

i

走
ら
し
：む
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の
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つ
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色
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色

次

第
'

に
數
種
ぬ
®
泥
を
使
用
す

W

や
ぅ
'

に
な
.つ
た
色
：招
版
肅
は.田
游
意f

の
時
代
に
特
に
接
足 

6

膨
か
か
見
た0

「

明
和
安
永
の.
な
か
し
>

田
沼
银
執
事
の
頃
ほ
、
世
の
人
、
惰
弱
念
®
.
に
し

v^
、

放
逸
遊
戯
に
の
耽
り
、
，弓
矢
を
取 

x
i
:
\
.

す
し
て
、1

1
1

鼓
を
撮
り
、
馬
にi

を
加
へ
す
し
て
、
漁
舟
に
掉
さ
す
、
膜
刀
は
細
か
ら
ん
を
狀
ふ
、
羽
纖
は
提
か
ら
ん
を
好
む

」

と 

•
i
c
f
v

し
て'
の.歡

紛
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云̂
^

れ
、「

民
俗
努
サ
す
し
て
财
を
得
、

.

勒
め
す
し
て
寶
を
待
つ>

 

朝
に
は
他
の
物
來
つ
て
懷
ろ
に
入
り
、
夕
に
は
吾
が
物
飛
ん
で
彼
れ 

が
乎

'

に
®

す
、
こ

-

^

に
於
い
て
、
巧
臾
も
貯
，ふ

I
f

さ
儉
道
を‘
知
ら
す
、
或

ひ

花

廊>

,

或
ひ
は
戯
場•

若
し
く
は
口
腹
の
，爲
め
に
酒
桃 

に
費
し
、
誇il

E
の
爲
め
に
庶
上.

に
施
れ
ぃ
き
の
ふ
の.

富

は
あ
し
た
'の
貧
，
法
度
正
し
か
ら
ざ
れ.

ど
も
、
中
々
に
市
中
は
繁
花
の
色
を
顯 

は
せ
りJ

と
稱
せ
ら
れ
た
所
附
田：®

時
代
に
於
い
て
露
襄
純
な
る
：紅
梢
输
は
線
爛
ゾ
錦
韻
の
如
き
錦
精
に
變
：じ
た
。

.

.

'

幕
府
が
勘
走
舉
行
川
兆
越
前
守
れ
'

焚
を
入
れ
て
冗
な
銀
を
殺
行
し
、
幣
制
大
改
革
の
端
を
開
い
た
明
和
ニ
キ
は
實
に
、
寶
曆
の
頃
に 

は
お
と
し
て.
紅
指
を
m

し
て
居
つ
た
，天
才
®
家
錄
木
春
像
が
、
.

前
ギ
の
儉
約
令
を
知
ら
す
顔
に
、
.

江
戶
の
有
閑
有
産
の
一
部&

人
階
級
. 

€

w

め
に
.

應
じ
て
®
織
の
作
御
を
行
つ
た
ギ
で
あ
る
0

錦
綺
は
-

決
レ
て
一
般
大
衆
だDE

賞
て
生
産
ザ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
ぐ
、
在 

来
の
紅
招
鞭
と
異‘
な
り
、
最
良
の
爪
紙
の
上
：に
、
高
慣
な
る
絶
具
を
以
ウ
て
傅
彩
し
、

「

空
！
？

」

.「

木
目
込」

の
技
術
を
も
用
ひ
て.ゾ
丹
、
 

叙

に

に

i
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；
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繊
：ひ.
柳
歡
さ
な#

ら
れ
る「

r
種
の
資
爆商

で
#

:
;

に
意
.

匠
ど̂

略
&

絡」

を
印
刷
し
、稱
會
し
を
か
ど
交

k

レ

の
§

势
勝
敗
を
定
め
ん
す.
る
安
逸i

級
の
遊
技
に
端
を
發
し
た
も
の
で

あ
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つ
‘

た
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通
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ウ
か
0
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反
ぱ
ま
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1

^

1當
咏
の
：彫
エ.
ど
レ
て
、'き
田
魚
川
、
岡
本
松
魚"
^

中
出
斗
圃
な
ど
の.
名̂
^

攀
げ
.

て
ゐ
る
が
、
尙

ほ「
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川
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房H

ン
彫H

雍

i
M
i
主
：： T

と
暑
各
し
た
も
：の
や
、

「

錄
木
赛
倩
窗>
 

關
根
树
影
劾」

.

と
記
さ
れ
た
も
の
も
傅
は
ク
て
ゐ
る
。
こ
の
頃 

の
腻
肅
ボ
犯
、

i
l
H
'

なゎに参ポ

H

れ「
H

」

ぱ
立
案
ど
意
味
す
る
も
の
と
看
做
さ
れ
て
ね
る
.

。.
：

『

燕
石
據
誌』

は
、
明
和
ニ
年
の
®
、

i

唐
山
の
彩
色
招
に
做
っ
て
、
板
木
師
金
六
な
る
者
が
版
指
何
某
と
相
語
ら
ひ
：、
：
四
：五
遍
指
の

.

彩
色
S

を

H

夫
レ
た
と
書
いV

ゐ
る
0

#

 

信
の
中
制
織
徽『

新
板
風
流.
四
季
の
花』

の
，包
紙
に
は
、
彫
：エ
遠
膨
松
1

^

^

郞
ゾ
捐
4

小
川
.

八
五
郞
の
名
：が»

エ
.

春
信
と
.

板
：元
三
光
堂
諧 

峡
屋
藤
兵
衛
の.
間
に
記
さ
仏
て
ゐ
る'
と
云
ふ
と
み
で
あ
る
。
板
元
な
る
問
屋
.

の
'

手
に
統-

1

さ
れ
た
盡
エi

彫

H

と
招H

の
'
分

業

エ

藝

美

術
の
本
質
が
、
ょ
く
こ
の
包
紙
の
上
に
表
现
せ
ら
れ
て
，ゐ
る
。
第
八

1
1

と
し
て
戦
す
る
も
の
は

"

私
の
所
蔵
す
る
#
信
の
錦
織
中
の

1
.

.
.
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牧
で
あ
っ
.て>

明
朝
の
鶴
家
、4

-

洲
：
^

英
の
影
響
大
な
る
も
の
で
あ
を
。

初
め
は
単
な
る
閑
人
の
遊
興
か
ら
生
れ
た
錦
絶
版
！！
は
，
怨
ち
に
し
て
俊
敏
な
る
商
人
に
ょ
つ
て
營
利
の
手
段
と
化
せ
し
め
ら
れ 

た
0

.

春
信
が
錦
絡
を
創
作
し
始
め
た
の
は
明
和
ニ
年
で
あ
り
、
彼
れ
の

.

長
過
し
た
の
は‘
同
七
年
六
月
十
五
日
で
あ
る
か
ら
、
共
の

S

絶
. 

製
作
は
廣
か
に
冗
個
ギ
，で
あ
る
が
、
，彼
れ
は
其
の
間
に
比
較
的
多
く
の
版
鶴
を
殘
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
拍
原

i
n

犹
氏
の
談
に
據
れ
ぱ
、 

明
和
の
頃
*

細
输
は
十h

文
、
大
錦
はI

一
十
四
文
に
賣
ら
れ
て
居
っ
た
に
拘
ら
す
、
春
信
の
中
錦
は
一
牧
一
焦
百
六
：十
文

)

で
を
っ
て
、 

他
0

版
観
が
百
姓‘
膨
人
：
か
嗽
ル
の
虫
產
物
で
あ
ー
：ク
た
に
：默
し

(

：：寒
信
の
錦
输
ぉ
購
ふ*
^

は
武
：
^

^

若
し
ぐ
は
大
商
人
、で
あ
、っ
'

て
.
、

^
 

八
景』

の
如
き
は
、
八
枚
摘
桐
猶
入
、
金

！
分
で
あ
つ
た
と
レ
ふ
こ
と
で
あ
る
ィ
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春
信
：の®

作
者
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、
；救

が

律

一

ね

紙

組

司

馬

江

漢

が

あ

を

は

其
9

r

奮

 

い

ふ

浮

世

儘

、
當
世
の
女
の
風
俗
を
描
ぐ
-

事
を
妙
.

と
せ
‘

り
、
四
十
鈴
に
し
て
俄
か
に
病
死
ぬ
。
予
、
此
0

似
せ
物
を
描
き
て
板
行 

に
彫
り
け
る
に"

似
せ
物
と
い
ふ
者
な
し
、
世
人
我
れ
を
以
つ
て
春
信
な
り
と
ダ
ヵ
予
、
春
信
に
非
ざ
れ
ば
、

'

心
伏
せ
‘

す
。
养
霜
と
號
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服
し
て
の
ホ
世
檢
服
攝

パ

み 1

當
代
の

#

子
で
あ
れ、

'
- 

M

派
：

0
.

物
質
觀
を
有. 

レ

で

居

だ

人
セ
は
あ 

る
が

V

ー
藝
觀
家
と.

：し
.て 

は
個
性
の
著
し
く
脆
明 

な
る
も
の.

で
.

は
な

...か
，
 

た
とM

t

 

居
：レ
か
’ 

る
0
一#

取
の

*

ぼ
猜
か

. 

ど
春
傷
の
其
れ
と
見
分.
‘ 

： i

の
'
ひ

か

ぬ

ぽ

ど

機

做
 

ホ
ら
れ
て
：ゐ

.

る
が
、
熟 

視
す

れ
ぼ
、

，
！

^

信

の
情 

趣
を
缺
.さ

何

處
と
：
；
^

 

く
理
齋
的
な
冷

れ
さ
が

J 

あ
る
。
彼
れ
は
又
、
夭

il

哪
1

1

1

^

^て
歉
版
肅
ど
製
粮
，
^

ト
‘

其
：の
按
術
を
匪1
^

堂
田
善
に
傅
へ
て
ゐ
る
。
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信
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め
れ
暮
紫
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^

ま
1

就
か
浪
人
、

「

^

^

^
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俯
#

隱
ゼ」

：'
纖̂

湖
龍
嶺
に
た
々
て.
繼
承
せ
ら
れ
た0
.

彼
れ
は
安
永
期
を
代
：敦
す 

か
も
び
で
おt
^

o

:

フ
.

キ
ノ
せ
サ
は
ー
ぜ
湖
寵

i

は
®

^4
^

か
夭
か
ど
稱
す
を
を
得
ざ
れ
ど
も
、
懸
物
絶
を
作
る
に

*

特
殊
め
按
俩
を
有
し" 

キ
日
ボ
す
る.
撒
物
織
か
三<5

;̂

のn

は
殆
ん
ど
欺
か4

>

に
成
り
じ
も
かV
お
し」

.

ど
述
て
ゐ
る
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フユ
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サ
の
所
謂
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懸
物
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は
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か
日4

i
c
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i
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す
ぁ
つ
て
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爲

め
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瓶̂
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ニ
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四
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四
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ケ
紙
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^
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.嫩
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ほ
や
、
其
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內
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た
る
第
人
の
容
姿
ど
收 

力
：

k
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で
あ
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。
然
し
な
化
らV
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；
^

に
あ
し
て
版i

す
霜
か
ぎ
を
以
；つ

「

て
き
己
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職
と
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
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安
永
の
末
、 

法
印
、

.

.ま
服
に
次
ぐ
僧
位
、
！

J
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に
叙
许
れ
て
後
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,主
ど
U

て
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制
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力
を
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方
お
專
ら
美
人
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に
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い
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鋳
オ

觀
信
の1

取
で
あ
る
な
ら
ぱ>
ぃ1

は
ぜ
'

じ
て

就

に

を

頭

し

た

勝

川

养

章

の

I
'
i

や
わ
か
ヶ0
、前
述
.

の
如
く
、
：好
事
家
ひ
私
服
に

起
！^

か
有
す
}

^

鋪

歉

も

、

一
幾

i

化
ら
t

を
ポ
位
と
か
，を
版
、ー
兀
か
お
に

s
'
r

、
一

先

第

般

ガ

裁

をE
2

榻
と
す
る
大
置
生
産
が

行
±

’

る
V

と
共
に
，
瑪
び
低
廉
安
直
な
る
‘i

ぎ
と
爲
る.
の
傾
向
が
あ
つ
た0
/
殊
に
遊
ね
維
に
比
レ
て
大
衆
性
を
有
す
る
こ
と
多
き
役
者
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し
て
の
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紛
版
肅 

，
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ニ
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输
に
於

V

て
比
較
的
簡
素
な
る
小
形
版
儘
が
無
數
に
ゆ
版
せ
ら
れ
た
。
將
軍

s
i

r

曾
っ
て
人
に
間
ふ
て
日
く
、

芝
居
は
繁
昌
な
り 

-

や
、
答
へV

i
s

く
、

®

し
。
-叉
日
ぐ
、
ま
原
は
如
何0-

:

答

：へ.V
J

日0
、
：

意

：居
に
如
か
；
^

0

 

.

滅
軍
歎
じ
て
日
义
ク
都
下.
§
.

財
、
ま
だ
豊
饒
な 

ら
す
と
0 

0
h

劇
場
は
妓
樓
ょ
り
も
費
ぇ
購
さ
が
故
で
あ
る
。

(

長
.

島
壽
阿
彌
舉
記)

。
元
路
寶
永
の
頃
に
於
い
て
、
他
人
百
金
を
費 

せ
ぱ
ス
我
か
は
千
金
を
費
し
た
り
と
誇
っ
た
趣
黎
ほ

'

'

享
保
以
後
に
於
い
て
は

「

他
人
十
金
を
費
せ
ぱ
、
：我
れ
ゆ
五
金

=̂̂
費
し
て
歸
り 

た
り
と
世
智
辨
を
元
と
、
得

」

る
に

.

至
っ
た
。(『

.

我
衣』

)

。
更
ら
に
安
直
な
歡
樂^

^
.

求
む
れ
ぱ
、
遊
靡
ょ
り
も
芝
居
で
あ
る
。
旣
に
演 

劇
其
の
.者

が

費

ぇ

薄

き

民

衆

藝

術

た

る

以
上
、
俳
優
の
舞
臺
姿
を
寫
レ
た
東
錦
输
も
低
廉
を
旨
と
し
た
も
の
を
多
く
上
梓
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
れ
っ
た
デ
殊
に

「

年
號̂

^

^

^

ぐ
、|

べ
と
變
れ
ど
も
，
識
色
氣
ぐ
て
今
に
明
和
九

(

遂

教

J

と

歌

は

ル

、
；
大
火
、

.

®

腐
，
津
波
、 

歡
水
、
.當
騰
貴
惱
さ
ル
て
居
っ
た
安
永
の
頃
に
於

5

て
-

は

豪

華

版

が

少

な

，か
：っ
た
や
ぅ
：で
あ
る

。

.

•

「

東
夷
南
蠻
北
狄
西
戎
四
夷
八
齊
天
地
乾
坪
の
.其
の
間
に
有
る
可
き
人
©
知
ら
ざ
ら
ん
や

H

と
舞
臺
セ
い
く
ら
咸
張
つ
て
見
て
も
"
 

又
、
私
生
游
に
於5

て
レ
：く
ら
齋
奢4
1

與
ウ
て
見
て
も
、
役
者^
1

矢
張
り
、
：川
原
者
で
あ^
^

0

.

,初
代
鳥
居
淸
信(

？
，

)

：の
：作
齋
を
禅
入
し 

た
.『

古
今
！

f
i
l
l

百
人
一
首』

(

元
祿
六
年
五
月®

)

 

b

如
き
は
、
賤
し
い
役
者
風
情
を
雲
上
の
歌
人
に
擬
丄
た
が
爲
め
に
其
の
筋
の
忌 

?

ホ
に
觸
れ̂
1

と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る0(

後
に
.『

お
今
四
場
居
色
鏡』
と
>

改
題)

。.
.

氣
慨
'

の
あ
る
浮
他
输
師
中
に
は
、
役
者
檢
を
盡
<

こ
と
を 

,
潔
し
と
し
な
か
っ
た
者
も
あ
る
。
鈴
木
春
信
も
其
の

.

1

人
で
あ
る0
:「
春
氣t

生
、
歌
舞
伎
役
者
の
输

，を
！！

か
す
し
て
日
ぐ
、
我
れ
は
大 

和

输

師

か

り

、

.
何

•

そi
：

原
者
れ
形
を
肅
く
に
禅
へ
ん
.や
と
云
ふ
、
共
の
志
斯
ぐ
の
如
し

」

と

T

浮
化
縱
類
2

は
記
し
て
ゐ
る
。
尤
も
、 

银
信
ひ
作
ロI

中
.

に

も「

虚
無
僧
も
編
笠

:̂̂
と
る
暑
さ
栽
し
と
誤
字
澤
山
に
題
し
た
薪
水
坂
東
渗
三
郞
を
攝
ぃ
た
も
の
な
ど
多
少
の
役
者

綺
ぱ
得
し
て
ゐ
る
が
ク
是
れ
笠
の
作
®

は
多
く
彼
れ
が
来
だ
名
を
成
さ
ざ
り
t

時
代
の
も
の-

U

激
定
せ
ら
れ.
て
ゐ
.る
タ 

‘

ぐ
る
：に̂
.

.

明
和
め
頃
か<
!

^

寬
政
に
互
つ
て
秀
拔
ガ
る
版
蕭
を
多
く
供
給
じ
，た

f

代
か
：宜
匠
勝
州
春
章
は
ハ
来
：だ
世
に
知
己
を
得
す
し 

て
，、： .

人
形
町
：の
：地
本
間
還
称
七
右
衛
門
方
此
寄
食
.

明
和I；： !

年
五
月
タ
ゆ
村#

に
於
か
て
：上
瓶
せ
ら
れ.た
：

f

操
歌
舞
妓
扇』
；
の
浪

花
，五

男

の

，姿
を
寫
し^

世
にI

I

め
ふ
れ
て
ょ
サ
、
，寬
政
四
年
十
月
八
m

を
.

ル
つ
で
枝
す1
'

、
：.版
齋
家
と
し
て
は
ハ
：
玲
ん
.ど
役
者

.： 

■ 

■ 

- 

• 

■ 

'
 

■

翁
を
以
ウ
て
終
始
レ
た
。

S
1
M

風
砂』

，
あ
せ.
ブ
っ
元
組
沛
ゆ
段
十
郞
錄
膽
に
掛
す
、
、
其
の
#

:

t

書きマ湖に資る、
債錢

W

文
し 

と
記
さ
れ
、：，：
又
ハ
文
化
十
：

1

年
の
咨
に
記
さ
れ
た
小
川
顯
：鼠

の

，

r

塵
壊
談1

.

に
は
：

「

歌I
s

伎
役
者
寫
眞
齋
の.
事
、
：

1
1；

暦
め
始
め
：の
ま
、
：
 

肅

a

鳥
山
燕
な
：え
者
 

>

:

白
ホ
の
.

極
末
な
る
長
ま
：
.

I

尺
四
五
ザ
の
額
に
女
形.ゆ
村
喜
代it

i

郁
が
S

戸
の
似
顔
，

し
ポ
：ハ
、織
草
觀
昔
堂 

の
ホ
、.
谱
香
爐
め
脇
な
る
柱
へ

.

掛
け
た
ャ
？
諸
人
珍
らt

き
事
に
て
、
：沙
汰
に
及
び
し
な
り
。
；是
れ
江
！
に
て
似
顔
徵
：

Q

濫
鶴
な
る
ベ

し
。
：
I

其
の
頃
迄
はJ

:

牧

，
織

と

：
に

A

股
者f

人
を
糊
入
紙M

U

ツi

切

り

：
に
.

し
て
.

狂

言

；
の

姿

'

を
'

色

：
ぜ^

.
 

■
 

•
 
■
 

■

瀬
川
菊
之
丞
な
ど
と.館
を
記
す.
ネ

み

に

：て"

顔
は
少
し
ぁ
似
す
，，

： 4

ま
西
ま
，づ
：
>

に
て
寶.

e

お
力J

 

.

A

あ 

：「

役
者
織
は
春
意
り.
五
人
英
の
維
を
湖
め
と
す

」

と
言
は
れ
て
ゐ
る
。：；：，石
.

燕
の
奉
納.
網

Q

事
は
知
ら#
^

、：；；歌
舞
伎
俳
優
め
個
性
を
肅

m

 

，に
：表
現
せ
ん
を
す
る
；の
：タ
カ
は
先
づ
，春
章
に
始
ま
る
と
云
つ
：，

思
：ふ
。
：
然
し
な
が
ら
、

.

此
め
役
者
粮
の
.創
始
者
す
あ
安
永
九
年 

版

『

役
者
夏
の
富
士』

の
中
で
、：
.

：自
己
は
觀
劇
を
好
む
も
の
で
は
あ
る
が
"

：而
も
役
者
楚
と
何
等
の
交
際
あ
る
：も
：の
で
な

S

旨
を
辯
明
'

:

ダ
春
章.
は
を
ん
ど
無
數
め
細
制
め
：殺
者
翰
を
常
時
の
好
，

®

:

に
供
給
し
て
ゐ
る
：。
-

是

等

：の
も0
.

は
當
時
、
：
®

劾
共
に
其
の
揉
箸
し
く
.，

.

.

. 

■ 

' 

-
. 

.
.
.

 

• 

..... 

;

.

.

.

商
.

ロ§
.

£

.

て
の
一
浮
サ
紛
微
專/
 

<
:
£

 

)

'



：|H

.

商
品w

し

て

の

浮

.

世

綺

阪

攝

ニ

ニ

 

，
 

(

• 

ニ
ニ
ん

8

を
：！： ^

た
に
狗
ら
す
、
巷
的
簡
素
な
る
乎
法
を
以
つ
て
製
作
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
つ
て
其
，の

藝

衛

例

霖

遷

る

S

に
比
ト 

其
i

f

f

る
S

め
に
賣
れ
行I

め
て

I

で

ま

た

も

の
i

は
れ
る

"

常
時
の
I

は
、
s

i

l

i

f

以
つ
て
、

「

宇
’
i

の
樂
み」

と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。i

兀
ギ
、
執
I

I

ザ 

侯
大
阪
巡
察
の
際、
.

.彼
れ
に
献
本
せ
ら
れ
た
も
の
と
一
'

^

は
れ
て
ゐ
る
中
弁
竹
'
^
のr

草
茅
危
言』

卷

之

九

に

セ
.

艺
居K

g

を 

一
 

停4
^

し
た
な
ら
ば
、

「

末

I々

I

女」

S

は
i

i

し
、「

夭
崩
れ
、.
地
.

裂
4

の
思
.

ひ
を
な
す
可

」

'

し

と

說

さ

ま

◊
>
竹
山 

は
又
、
其
の
當
時
，
.

飢
®

に
際
し
、
富
ま
が
施
限
を
行
つ
た
所
、
貧
§

其
の
施
さ
れ
た
鳥
目
を
以
つ
て
、：直
ち
に
戯
場
見
物
に

f

、 

凶
年
に却

？
'

セ
戯
場
の
激
昌
を
見
化
て
と
を
風
ぺ
セ
ゐ
る
。

：

. 

V
 

L

 

i

 

>

 

;

.

の
如
ふ
觀
劇
に
熱
狂
お
り--
^、あ
i

衆
の
購
買
能
力
に
應
ま
が^

く

綴

せ

ら

れ

き

と

前

述

の

如

ぐ

で

ま

が

、

人
は
：

f

、
盡

期

に

入

つ
.

'

る

少

く

も
.

業

五

牧
S

華
蟹
僅
タ
寬
政
六
襄
し
く
は
セ
ボ^^
 

同
一(

1

冗
か
ら
溯 

版
せ
ら
れ.
^

がであゾ緋書

S

屋
.

重
0

、
如
何
忙
俠
骨
を
具
や
て
恳 

よ
う
：に
思
は
れ
る
。
彼
れ
のS

が
、『

類
者』

：
の'
云
ふ
や
う
に
ハ̂̂
^

ぢ
た
が
爲
め
に
世
に
容
れ
ら
れ
な
か
つ
ま
如
何
か
も
i

で

ま

が

、
之
れI

ん
セ̂
^
^
^

J

商
品
と
し.
て
割
に
☆

つ
；
た

，
か

如

何

か

も

問

.

題
で
；あ
る.
ゾ
.

そ
と
セ
厳
淸
太
郞
氏0

寫

义

說
.

な
，ど
-

.
e

腐
れ
る
t

:

ふ
に
爲
る.
。.
然
し
、
乱 

ね

此

，
の
：
間

題

を

雁

ガ

；
平

凡

に

.

次

ぎ

：
の
.

如
く
.

に
考
：へ
て
ゐ
る
。
書
肆
、

重
，は
：當
時
め
奢
後
的
風
潮
：に
乘
じ
て
，

t

是
れ
一
よ
り
：少
し
く
以
前 

，に

：喜

多

川

.

哥
鞭
を
し
て
输
本
に
見
入
ち
木
极
町
‘

新

濕

敷

の

：
，
.ル

&

勢

屋

；
お

ち

：為

の

.

：

4<

曾

や、
'T

:

婦

女

人

相

.
十

品

』

、

其

の

，
他

.

のf
l
f

人

靡

セ

盡
 

於

し

め

、
.

^

^

れ

を

震

：
母

：：地

0

#

藥
脚
と
'

じ
ぜ
出
版
：し
、.可
成
り
の
，利
翁
を
擧
げ
る
：こ
.

と
が
出
來
セ1
、

』

れ
に
味
を
ホ
め
；て
マ
彼
れ
は
"
：
：
 

、，凯
ぱ
細
織
の*
®

 

§

者
输
の
下
翰
を
摘.
か
'

お
$

ャ
其
め
：卓
絶
せ*
！^

手
腕
を
認
め
七.
；^

.

に

、
，
、
役

者

維

の

：
雲

：
母

指

i

蒙
海
版
を
作
截.

:

都

座

：
の

座

：
元

：
、

，：；

都

傳

内

等

；
の

後

拨

.

を

得

：
て
：
、
：
花

ん

.

し̂
^

賽
り
出
；お
た
。
：

:

プ
時
は
相
當
の
成
功
を
收
め
て
、
版
を
重
'ね
た
も
の 

も
あ
：つ★

が
ぃ
：裁
許
な
：ら
サ
し.て

，
、
春

簿

以

來

の

個

性

表

：
现

を

餘

り
.：

に

翻

端

：
に

れ

つ

た

1

め
に
ー
豐
：主
及
が
徘
優
等
の
在
接
を
ま
ひ
：、 

總
が
て
其
の
賣
れ
行
き
も
下
火
，込
爲
つ
た
の
で
、
終
に
は
大
制
雲
母
招
を
廢
レ
て
、
安

®

な
黄
指
細
判
と
間
判
の
み
を
績
け
て
出
すこ
 

*

と
に
し
：た
も
の
セ
：は
あ
：る
ま
い
を
：

.

：雲
母
.

刷
の
廣
止
：に
は
又
、
极
平
定
信
，の

奢

侈

禁

止

影

響

も

あ

：つ
た
こ
と
で
あ
ら
ぅ
。

一
 

.

M

拘

に

:

樂
翁公

：：

の
執
政#

浮
世
输
阪.

に
：，

取

9̂

て
は
脅
腻
で.
ぁ
つ
；

-
1̂
。
「

遊
榮
や
長
遺
せ
？
？
.

放
條
な
：ホ
ざ
ぁ
日
？

P
、

激
羽
截
ふ‘
變i

;̂、 

填
乘
ら
ぬ
特
も
、
.十
都
：

a

立

：
の

務

に

：
跨

る

、
，
集

#

の

崔

ま
.

替

：
ク

て

ゅ

朝

打

，
の
.菅

を

絕

や

さ

t
'、

下
岸
敷
#
集
山
ま★

料
て
；^h
g

在
；

P

中 

.

に
獎
を
縫
は
す1

遊
§

,

,

H

:

商
は
食
乏
：仏
け
か
ぜ.、
書

厲

武

は

大H
1
：

を
廣
く
す
し.
ふ
傳
へ
，ら

れ

ゐ

る

：此

め

還

の

，治
：世
は
、

"

ザ
ぱ̂

申
：^

候
タ
尤
當
分
の
を
速
為
檢
令
掘

®

^

®

^

潘

無

用
#

: 

最
初
化
其
仕
方

.

ま

霞

：
ま
 

、後

し

5

 

一

>■
;

商
f

 

て
：
め

浮

他

翰

版
！
！
，

, 

:

s

.

 

X

 

5

S



•, V.プ.V ..ニ，ニ ;-;ご，-レ" 、、•一，-
ニ ; ^ . . ; - 1: ^

1
i

h'
 ̂:i
‘:.pj

商
'
t

し
：
て
.

の.
浮
.
i

.

M

傅
 

: 

-

5

,

 

r
 

-

H

0

.

次
.

ガ
-(

或

：
ひ
：
は

4
-

月
ニ+

七
.

：

i
n

す
.

#物
*?
S
!

儀
每
ャ
ょ
り
嚴
敷•£

•

渡
候
處
、
.

ラ
.

と
*

.々

變

相

成

候
,

：
：
何

，
に

不

寄

 >::

行

事
 

改

假

而

>
7

菜迄も、

'

風
俗
之
爲
に
不
相
成
髮.
間
敷
事
等
勿
論
無
用
ゆ
候
。
.

^1
:
:

枚
織
額
は"

德

1
1
3̂

に
：
候

は

'
矣

職

は

不
 

•

苦
ス
尤
言
葉W

等
密
之
候
は
ズ
能.
々
，是
を
改
如
何
成
品
は
板
行
爲
致
申
間
数
候
？
右
に

.

付
？
行
事
改
を
本
用
者
も
候
は
.〜

 ̂

. 

可
ポ
候
、..
文
改
方
不
行
届
、
.

：或者
改
に
儀
候
は

.

マ
行
事
共
越
度
可
爲
餘

」

と
地
本
問
屋
行
事
共
べ
中
液
さ
れ
た
。
而
し
て
其
め
盟 

ニ
ー
年* 

浮
他
翰
中
習
し
候
输
を
認
め
、

★

屋
共
.
.

へ.
，賣渡

」
-
-
?

て
世
を
液
.

つ.
，て
居
ウ
た
北
尾
重
政
門
下
の
：浮
世
输
師

-
T
C

尾

政

搏

=
4

ち
• 

戯
：
&

者
m

東
京
：傅

轉「

仕
®

K

庫」
、
：■

之
？

、
i

妓
i

し
：の.
三
著
を
出
版
じ
て"
^
^
^

重

1
®

は
身
，

4

半
減
り
闘
所
に
處
せ
ら
れ
た
。

.
-
V 

. 

- 

• 

■ 

.• 

• 

• 

-
V
I 

‘ 

、，

’ 
5- 

し
. 

.
.
.
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: 

:
/
; 

■
; 

‘

‘ 

'3 
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J
S
T ..

.

. 

:.

.

賞

政

五

年

七
：；！
^

>

:

定

信

突

如

と

レ

て

補

位

を

織

し

て.彼
れ
0

败
；觉
は
：梭
平
信.明
に
ょ
.

ク
^

^

續
行
せ
.

ら
.

れ
た
。「

：松
平
豆
外
政 

を
.

執
ゎ
主
：ひ
：ギ
は
、
.

由
河
侯
の
；布
き
置
さ
し
法
則
を
崩
さ
‘

す
，
、
賞
罰
明
か
に>
:

民
俗
化
居
た
ゎ

」

^

と
'

記
さ
れ
て
ゐ
る
，.從
つ
て
ま 

.

綺

の

取

變

長

續

：い
た
。
：資
政§
.

及
が
同
八
坪
の'
*

S
-

渡

し

に

次

レ

ー

で

"
資

 

、 

ほ

所.
^

ら

、
，
极

，木

彫

刻

は

>
 

.必̂
^

下
'

#

^

修
色
を
加
へ
、'
招
ね
上
げ"
の
奴
熊
，に
於
い
て
、
.

其
の
都
度
タ
ま
行
所
み̂
^

を
鹤
た
る
ぶ
て
之
れ

.

をふ可き旨の：

W

れ
が
#

タ
、
.

更
ら：

に
同
十u

:
^
l
1
;

巧
に
：は
、
右
に
就
き
肝
す
力
ら
の
.

建
：ム
ダ
あf
"

同
^
=

 ̂

r
i
T

巧
十
日
：に
：は
、i

T

i

真
の
風
俗
を
寄
す
：
i

'

虞
れ
：あ
る
版
盡
の
賣
りW

し
を
嚴

禁

シ

た

。
，

威
 

對
す
ネ
，
.

の
み
な
ら
ま/
又
其
：の
取
村
構
圓
に
も.及
ん
だ
0

.'

哥
廣
が
秀
吉
にg

す

：
る

に

：
S

の

政

所^^
^
^

殿

のW

妻

と"l
^
s
l
l

成
.

及
.

び
お
餅
の
方
以
つ
て
：した醋觸のポ氣

S

 

ニ1

枚
績T

太
闇
泡
娘
五
妻
遊
觀』

'

に
巢
せ
ら
れ.
て
、
入
牢H
 

日
、
手
貌
冗4

-

日
に
處
せ
ら
れ
た
事
件
は
文
化
元
年
五
月
'

十
六
日
に
：起c
v
v
-̂
、

同
セ
：

S

七

日

(

或
ひ
は
日
く
十<

日
と)

に
落
着
せ
る 

も

6

セ
あ
る
々
、襄
國
、

春
英
、
月
®

及

び

f

九
等
も
亦
、

r

同
摄
の
處
刑
あ
受
け
：た
と
傅
.

へ
も-
^

て
‘わ
る
々
豊
國
の
肅
い
た
も
の 

は

：
，
：

『

太

闇

記

X

中

；
の
V

B

ケ
嶽
七
本
檢
の
圓I
I

で
あ
ク
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
之
れ
と
同
時
に
、
根
岸
肥
前
守
ょ
り
文
化
元
年
五
月 

十
-

七
日
附
を
以'C

V

て
、
へ
翰
？
！

^

類
に
關
す
る*

告
が
出
.

た
。
其s

.̂

 

S

に
樣
n

取

输

ポ

、

紙
類
、

ギ
多
く
相
見
：ぇ
.
‘す
特 

に
，候
•

以
来
、
：樂

草

紙

、
墨
ぱ
か
り
.

に
て
板
行
致
す
可
ズ
假
し
と
規
定
し
七
♦

る
f

询
に̂
^

然
し
斯
ラ
し
た
間
に
、
V

簡
素
安
直
な
逸
品
が
多
ぐ
世
に
供
給
や
ら
れ
た
と
と
を
も
見
逃
す
こ
と
が
出
來

.

な
い
タ
^

^

連

俊

滿

や 

細

田

榮

之

の

中

形

r
.

g

ぎ
ら

.

ひ」

.

：若
し
く
は
：

「

紫
維J

 

.

を
前

'

に
し
て
、
務
タ
、
浮
世
紘
腕
齋
の
雄
は
必
ホ
し
も
豪
華
版
ぬ
み
に
あ
る
も

.
 

の
で
は

.

な5

と
®

ホ
る
。
言
ふ
ま'

で
も
な
く
、

「

紅
ぎ
ら
ひ」

は
、
紅
彩
色
を
避
け
て
、
紫
ど
簿
擧
を
以
つ
て
主
調
よ
し
.た
も
の
で
あ
を 

驚
織0

%

に
れ
出
し
た
の
、は
夭
明
末
か
ら
の
’

こ
と
で
あ
つ
て•

.

跟
し
て
其
の
起
源
を
御
儉
約
令
に
殺
す
る

.

ン
の
.
で
あ
つ
た
か
如
何
か
は 

焼
間
で.

あ
：る
が
，
：
鬼

に

角

、
：，
此
の
時

代

に

此

の

類

の

i

が
多
く

®

に
现
れ
：

|

と
は
事
實
で
あ
る
。S

2

は
‘
.
S

A

紫
ぱ

.

か
"
"
^
^
^
^

 ̂

て
"

^

^

の
®

输
を
書
き
始
し
め
た
者
を
一
陽
齋
豊
國
と
撒
し
、

『

溪
齋
肅
談』

は
鳥
文
％
榮
か
と
做
し
て
ゐ
る 

义
匕
十
：：
^

年
、
极
卞
信
明
段
し
.、
水.

サ
忠
成

.

代
.

つ
、て
老
中
曾
班.

と
爲
る
に
‘及
び
_

ぜ
ビ‘〈

ポ

ン(

金
腾
製
の"

樂

器

、
，
.口

に

御

み

：

呼
'

吸
：
 

き
.

昔
；
^

を

調

節

する
も

の)

；を
吹
け
ぱ：、；£

羽
ど
ん
：

(

水

脚

出

攀>

卸
ポ
.ど
ん
と>

.

金
が
物
言
ふ」

世
の
中
と
爲
ウ
て
、
人
氣
ー 

變

i-:̂、
「

多s
>

書
を
讀
ま
す
し
，て
、
博
士
、た
ら
ん
を
望
み
、
：武
を
修
す
と
も
印

12̂

免
許
の
：名
聞
を
先
き
に
し
、
：實
營
奥
藝
に
た
ど
ら
す
し

'■► 

' 

» 

i 

» 

k 

« 

«
r

商
品
ざ
し
て
の
，浮
⑩
翰
阪
肅

T '. t*

五

(
H

五
：V



I

レ，4*ミ

商
品

'
t

て
の
.浮
世
输
版
萍

 

. 

.

ニ
六.

.

.

C

ニ
六〕 

と
稱
せ
ら
れ
，t

切
の
物
は
改
鋳
货
將
と
典
に
其
の
品
質
を
下
落
せ
し
め
っ

-

"

あ
つ
た
文
政
時
ぐ
に
は"

浮
冊
输
版18

に
於
い
て
も* 

彫
招
の
拔
の
み
々
ひ
と
り
、
徒
ら
に
繊
巧
を
極

.

め
て
、
齋
品
著
し
ズ
低
下
せ
商
品
版
肅
が
横
行

L

た
。

水
野
忠
邦
の
夭
保
廣
の
改
潜
は
、

g
：

び
浮
报
输
版
鶴
に
大
打
激
を
與
へ
た
。
天
保
十
三
ギ
六
月

9

禁

令

は「

錦
絶
と
唱
へ
、
歌
舞
伎 

§

パ

遊

女

S
f
?

等
を
：

」

妆
梢
に
？

&
:
:
:

ま
こ
：法
を
禁
じ
た
め
み
傘
ら
ホ
1

め
無
®
の
翁
に
手
數
を
懸
け、
"

高
道
に
賣
り
岀」

す
と
と 

:

を
A

禁
じ
た
サ
而
し
て>

同
浑
中i

c
p
i

は
3

,

1

:牧
維
の
儀
、
ね
來
ハ
联
色
七
八
遍
指
ゆ
を
限
オ
ダ

I

嚴
十
☆

文

の

^
^

;

可

カ候
」：：

と

申

渡

さ

れ

た

。

當

時

の

錦

蟾

版

齋

の

直

段

は

救

，
十

六

：
文

乃

至

：

K
T

十
四
文
位
や
あ
づ
お
と
云
は
れ
て
ゐ
る
P

ンV

 -

し 

.

，
夭
保
戊
戌
六
ガ
朔
十

0

、.
/

渡
邊
華
山
其
の
愛
妓
の
僻
態
ぉ
寫
て
日
ぐ
、

「

時
にK

®

を
禁
す
、
：我
：が

轉

玉1

欽
t

徹 

:

し
ポ
、
素

面

輕

瑪W

後
の
i

の
如
し」

と
。
而
ル
，
水
野.
越州

：：

の
奢
1

止
法
は
、
終'
に
雨
後
：の
蓮
花
のt

清
楚
麻
る
版
攝
を®

 

こ
も
，が
な
か
つ
たr

唯

：
だ

、
：
と

：
の
.
頃

舰

ぐ

行

は

れ

出

U

た

濃

純

色
'

の

顔

料

べ

"

义

英

語

0

 

w

e

r

f

 

:
b
l
u
e

即-
j
T
'

洋S
T

 

:

伯
林̂
^

:

の
#

)

、
即
ち
®

ベ
：

a

藍
を
用
ひ
で
，
文
政
：

B
1

年
り
.

頃
、
溪
齋
英
嚴
がW

扇
間
§

勢
屋
银
兵
衛
の
需
め
に
應
じ
て
描ぃ
た
廣
様
の 

山
水
i

な

：
ど

か

，
ら

他

S

行
.

は
れ
i

:

た
§

若
し
ゃ
は
ベ
：ロ
指
が
、
翻
彩
色
の
錦
織
を
禁
じ
‘

た
夭
保
i

改
革
の
波
に
乘
っ
.て
盛
ん 

ー： 2

行
：

i
t
i

れ
た
事
實
がi

せ
：ら
れ
る
位
の-
^

め
や
あ
を
0

-

V
 

, , 

っ

.
:
:
:

 

.

.■ 

>

?

,
 

n

 

:

:

:

' 

'
. 

‘

^
寬
政
の
初
め
が
ら
勵
行
せ
ら
れ

P

來
た
巧
行
事
の
檢
閱
の
制
度
は
夭
保
中
二
？

を
以
づ
て
输
名
主
の
其
れ
に
代
っ
た
？

、

r 

....
 

<;
 

J
^
:
.
: 

■ 

. 

.

.■ 

- 

.. 

• 

•
.
- 

>

:

田
中
邱
隅
が
其
の
：

f

民
間
韻
s
 

,
中
に
言
べ
.る
が如
く
、一，公
儀
の
法
度
は」If

日
法
度
.T .

で
あ
っ
ん
Q
さ
し
も
峻
厳
背
醋
を
極
め
た
天

. 

-
. 

■ 

■

. 

.

保
度
の
禁
令
も
次
.第

に

震

し

て

、
い
弘
化
§

の

頃

に

读

者

勞

復

活

を

見

、
来
い
で
女
藝
者
維
に
^

^

^

び
.

行

る
>

1

.

^

.

1總
が
て
S

維
は
：
f

;

販
路
廣
き
商
品
と
化
じ
、
"

大

資

ま

觀

昏

は

れ

：
て

じ
た
Q

嫩

指
P

拔
術
が
末
消
的
一
に
發
達
し
た
極
度
め
産
物
ほ
ぅ
恐
ざ
萬
延
元
年
一
か
頃
お
ら
慶
應
元
年
：に

5

て
>

 

日
本
橋
照
蹄
町
の' 

地
本
問
屋
：、
：
|

堂
ぇ
f

崖
®

サ
t

 

W

版
せ
ら
れ
歌
川
豊
國
の
大
首

#

1

1

ぅ
？ 
i

s

i

事
ゾ
高
I

舉 

ょ
、,
t

,

の
：

z
|

顏
输
を
以
ウ
て
、

「

紫

の

*
5
:

ち
.

の>
 

t

.

レき
，！
.：

と
呼
ん
で
f

 

0

;

:

當
時
の
：版
齋
はX

成
输
が
八
：文.
、O
S

:

が
i

ハ
文
、

、
 

物
が
二
十I

T

文
か
らm

十
六
文
で
賣
ら
れ
て
居
つ
れ
の
：

.
'ホ
あ
る
が
、
こ
れ

®

^

極
上
の
奉
書
刷
大
肯
粮S

枚
九
セ
ガ
戈
か
ら
百
戈
に
養
バ 

ら
れ
た
と：
#

f

 

る
。"

化一

桑

W

月
S

印
附
ま
勢
守
般
御
卞

t

£

.

き

^

こ
購
ヘ

>

海
束
.

^

る
输
は
誉
か
ま
，杯-
^

承

す

趣

篇

置」

-

と
1

运

f

。
此
の
大
曾
錦
输
は
萬
延

1

兀
®

 n
-
f
-

五

枚

>
,
.
文 

久

1

ロ
年
に

H

枚
-

同

m

年
i

ナ一

我
、，

治

元

年

1

枚
、
合
®

ハ
： -
?
-

牧
ぱ
f

ら
れ
て
ぉ
る0
:
 

此
み
大
摘
ル.
に
#

ぐ

ほ

、
：
.

賞

島

如

維

氏

I
l
l
s

 

: 

3

1

世
歌
川
豊
國
大
首
役
者S
I

.

 

並
び
に
皇
低
豊S

汰
曾
■

遺』

.

夢
0

勢

ボ

あ

を

ぅ：

是
れ
等
：笑

轉
S

刷
が
溯
に
養
美■

‘ム
す
ゐ
る
の
は
、
小
島
氏
の
.言
葉 

,

を
昔
り
.

て
-

I
f
〜

ぱ
ハ
、
：
：

「

；^
,

傳
右
鶴
門̂
;

|

が

，：

4

物
特
ち
が
、
自
分
：の
娘
に
蹄
幕
で
ネ
買
り
て
や
る
氣
で
ぜ

*

"

^、念
.

に
製
作
さ
せ
た̂
^

の
：徵
利
的
賣
品
で
は
な
ぐ
、
數
奇
者
が
、
知
人
間
化
能

f

ホ
獨*

式
め
印
刷
で
あ
つ
た
故
，と
も
言
せ
れ
て
s

」

o

此
i

華
版
I

 

を
年
か
ら
ザ
廣
應
元
年
に
宜
づ

S

歌
川
芳
傲
に4

ク
て
ふ
製
作
せ
ら
：
^

て
ゐ
る
"
^
, 

，•
.

ベ
.

.

'
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、
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で
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浮
世
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商
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w

し
て
の
浮
世
紛
販
肅
 

.

n
x

 

(

.

二
八)

：

.

割
據
的t

建
制
虔
下
の
日
本j

:
:
:

近
代
國
家
と
し
て
統一

せ
ら
る
、
以
前
の
日
本
に
於

S

て
は
、一

般
人
民
は
、
；
日
本
國
民
と
云
ふ
自 

覺
よ
り
も
察
ろ

>
;

:1
:

藩

の

領

民

マ
：：一

:

都
市
め
：

W

民
と
云
一
ふ
意
識
に
支
配
せ
ら
る
，：

A

こ

と
が
大
で
あ
や
た
。

力
，

ル
，
ビ

ュ

じ

ャ

ー
は
、 

近

代

人

を

結

ん

や

社

會

単

位

た

ら

し

む

：る
：精

神

的

及

び

物

質

的

交

M

作

用

；の
大
船

f

生f
'

る
方
法
に
就
：い
て
問
は
れ
た
者
は
ノ
何
人 

と
離
も
，
郵
便
、
織
道
及
び
電
信
と
相
並
ん
で
、

"

光
づ
第1

に
新
聞
紙
を
指
示
ず.

る
に

*

く
者

®

を
廻
ず
こ
と
：が
な
い
で
あ
ら
ぅ
と
說 

い
て
ゐ
る
。
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D

r
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K
a

r
l

 

B
i

i
c

h
e

l
^

 

D
i

e

 

w
n

t
s

i
e

h
u

n
g

 

d
e

r

 

v
o

l
k

s
w

i
a

^
s

c
h

ルf
t

,
1
9
0
6

,

 

s
.

 

2
2
2

"
)

o

 

ア
ル
フ
レ
クド

：：：，

マ
1
シ
ャ

ル
は
亦
、
新W

紙
に
よ
る
全
國
に
直
れ
る
交
通
の
發
達
怒
以
つ
て
、
旅
行
に
よ
り
、
：
郵
便
に
よ
る
其
れ
と
等
し
く
•
愛
郷
心
を
し
て
愛

.. 

. 

. 

■ 

■ 

, 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

. 

■

國
心S：!

纖

大

甘

しむ
る
に
與
ウ
て
力
あ
る
も
の
と
做
し
て
ゐ
る
。

：

(
>

H
r

e
d

 

M
a

r
s

H
a

l
i

,

 

M
o

n
e

y

 

.
c

l
l

e
d

i
t

 

&
:

 

c
o

m
m

e
r

c
e

,

 

1
9
1
4

,

 

p
.

 

3
.

)

。
某

し

.て
然
ら
ぱ

 

我

が

德

川

時

代

に

於

い

て

：發
生
し
：發

達

せ

る

浮

世

输

版
！！

は 

>

街
道
其
の
他
國
內
交i

設

の

發

建

-
^
相

並

ん
 

で
、
國
民
的
概
念
を
發
逮
せ
し
め
、
全
人
民
を
闕
民
的
統

1

體
.

に
結
合
せ
し
め
、
我
が
封
建
社
會
を
近
代
國
家
に
推
進
せ
.し
む
る
上
に

於
い
て
、.

.

恰
もi

聞
紙
的
效
果
を
舉
げ
得
た
る
も
の
と
稱
す
る
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。
少
く
と
も
、
、
浮

,

體

盡

は

、
：王
域
の
地
で
あ
び
，

• 

.

.

.

.

.

#

社
彿
閣
ね#

^

あ
り
、
：
國
民
的
尊
崇
の
中
心
地
た
る
京
都
と
、
德
川
幕
府
の
：所
在
地
で
あ
か

"

，政

治

上

の

中

心

地

お

る

江

戶

と

、

而 

し
て

f

e

禅
上
‘

S
i

中
、む
地
た.

る
大
阪
と
を
給
合
し
て
、

.

，
國

民

的

単

1

國
家
を
形
成
せ
し
む
る
に
貢
献
す
る
斯
あ
る
か
の
で
あ
つ
た

。

'

他
ぐ
卑
し
き
よ
り
：

S

あ

つ

お

。
、
先
づ

111

都
の
遊
女

.

，^
£1

子
：の
風
俗
が
浮
世

§

め
手
に
！
！
か
れ
、
低
廉
な
る
版
#
に
製
作
せ
ら 

れ
て
普
く
流
项
し
を
。

.

春
信
時
代
に
ぱ
數
多
い
遊
女
風
俗0
外
、

' 

登

寐

稻

荷

地

內

の

水

茶

屋

.

鍵
屋
の
お
仙"

淺
草
觀
昔
堂
：裏
の
楊
枝
店 

本
柳
屋
の
お
藤
な
ど
の
娜
娜
姿
が
好
ん

で
！
！

か
れ
た
。
，歌
磨
時
代
に
な
る
と
、
難
波
屋
お

.

き
‘

た
、
高
嶋
お.

ひ
.

さ
な
ど
が
浮
世
絶
版
*

の

好
肅
題
と
爲
つ
て
、.江
戶
の
代
表
的
美
人
の
能
姿
を
山
袖
僻
地
に
ま
で
も
傳
ぺ
た
。
襄
之
門
下
の
榮
里

(

後
の
赚
川
亭
水
理)

の
如
％ 

は

T

三
ヶ
津
草
嫁
美
人
合』

を
す
ら
出
し
た
。
-「

草
嫁」

：は
即
：ち
總
银
セ
ね
タ
て

>
‘.：；？；
}

，君
，.夜
膚
ど
同
義
で
あ
る
ぐ
而
し
て
彼
れ
の
選
に 

入
つ
た
も
の
は
、
江
户
で
は
雨
國
の
お辰
、
京
都
で
は
三
條
砂

場

'
の

お

万

>
 

大
阪
，で
は
道
堀
頓
の
お
兼.で
あ
る
。

.
聰
が
て
江
戶
.上
方
の
.役
者
辨
は
辦
ぶ
が
如
く
に
全
國

y

廣
ま
つ
た
.。
合
つ
て
文
調
.春
章
が
.

「

東
都
の
ニ
一
劇
場
に
つ
ら
な
る
俳
優
の 

献
貌
を
悉
く
寫
レ
てJ『

綺
本
舞
臺
扇』

m

卷
を
出
せ
ば
、
高

橋

其

补「

平
安
.：#
華
の
劇
場
に
集
る.俳
優
の
，面

貌

を

寫

し

て

/
其
の 

績
編
ニ
卷
を
著
し
た
。
初
代
中
村
仲
藏
秀
鶴
、
大
阪
に
.
つ
て
、̂
:中
评
翁
太
；郞
座
に
出
勤
し
、
天
明
七
年

11

月
：

『

義
經
千
本
棚』

を
上 

演
し
、
狐
忠
信
に
份
じ
て
好
評
を
博
す
れ
ば
、
其
の
螺
は
直
ち
に
な
戸
に
傅
り
、
潜
.章
門
下
の
蘭
德
齋
勝
川
春
童
は
忠
信
が
破
を
ロ
に 

銜
へ
'た
.一:枚
綺
^
^
'叉
、
同
門
の
春
好
は
、
市
川
八
百
藏
の
靜
と

.

仲
解
：

§

忠
信
の
二
人
お
の
錦
織
ぉ
肅
き
、
：
更
ら
に
江
戶
深
川
.の
最f? 

客

其(「

江
.戶
深
川
樣J

)

は
、
忠
信
が
戴
を
御.へ
た1

枚
絶
百
枚
を
在
阪
中
の
秀
鶴
に
送
付
し
、
是
れ
等
の
も
の
は
又
、
，同
市
に
於

5

 

て
詣
方
に
配
付
せ
ら
る
、と
云
ふ
有
機
で
あ
つ
た
。

(『

秀
鶴
随
筆』)

9
シ 

,

芝
居

と

並

ん

で

我

が

：國
民
れ

.

好
尙
に
投
じ
た
興
行
物
相
撲
も
亦
、
浮

#

維
の
題
村
と
爲
り
，
版
書
と
爲
づ
て
全
ま
に
流
布
し
た
。
明 

和
年
間
にr「

七

尺

有

簾

の

置

モ

」
「

年

十

六

七

：に
て
，大

關
を
勸
め

」

た
®

週

ヶ

嶽

雲

右

爾

門

出

雲

の

國

ょ

り

出

づ

れ

ぱ

、

〈
『

翁
草』

)

、1

一
 

代
清
信

r

1
&

齋
文
調
こ
れ
を
厳
村
と
し
、

.

.： |1

代
の
大
力
士
答
風
梶
之
助>

:

滿
那
の
入
氣
をA

:

ふ
て
立

.

て
ぱ>

 

:!

世
の
大
浮
世
输
師
勝 

川
春
章
は
、
或.

ひして角技場の全體を寫し、

^
:

土
條
上
に
於
せ.

る
彼
れ

P

健
闘
振
れ
を
描
き
：、
或

ひ

は

被

れ

と

其

.の
好
敞 

手
小
野
川
喜W

郞
並
び
に
行
司
本
村
住
之
助
を

111

人
立
と
し
て
攝
き
、

.

勝
川
春
潮
は
彼
れ
：を
當
時
の
注
戶
に
於
け
る
代
表
的
美
人
難
波

商
.

ロ

i
w

し

て

の

银

世

输

腕
！！

 

，
 

ニ

丸

C
!
t

九

)
'



i

w

:

:

,

商
f

し
て
の
‘浮
世
粮g

廣 

§
 

( 

n
!
o

 

屋
お
ぎ
ヒ
.
‘に
酣
せ
る
大
首
输
河
牧
か
ぉ
肅
き
、
，
：春
好
は
彼
れ
と
..ー®

」

に
：ね

し

た

る

.

白
猿
市
川
.圓
^
"郎
と
當
時
全
盛
^

《

て
.T

江
戶i

l
l

幅
財
デ
と
題
し.
遂
多
川
歌
磨
は
彼
れ
と
金
時i

が
美
人
一
二
一
人
，
の

®

採
の̂
^

又
、.
.

\

.才
に
し
て
身
長
ニ.Ir

i
,̂

九
寸
冗
分 
>

.

腹
園
H

.

尺
五
寸
，.
體
置一

字
^

M

る
れ
ば
に
肅
洲
齋
寫
樂
は
、

.

，或
ひ
は
其
ぬ
出
保
入
み
圓
を
"

.

或
？^
は
彼
れ
が
善
盤
を
な
っ
て
燭
臺
の
火
を
扇
，ぎ
消
す
の
圓

:
* 

ニ
ね 

P 

*
r 

0 ̂

を
滞
き
、'
榮
躲
齋
長
暮
ぱ
、、
奴
作
が
某
邸
に
招
せ
ら
れ
.

て
"

秘
か
に̂

の
葉
子
を
撮
み
食
ひ
し.ウ
ゾ
か
る.
お
ど
け
た
み
姿
を#

き
>

 

春
章C

T
*

下
.

の
勝
川
春
山
も
亦
、
七
才
の
彼
れ
が

r

人
土
银S

s
.

を
、
馬
險
町
三
丁
目
の
山
口
屋
忠
助
力
ら
出
版
レ
た
。

^

2

^
樂

は

义

當 

時
の
力
七
を.
二
人
ブ
.

2

葉
に
寫
レ
た
脱
下
書
數
牧
を
成
し
て
ね
る
。
九
紋
寵
と
和
由
ヶ
勝
、
達
ダ
關
也
秀
の

*̂
、

雷
電
と
花
頂
山
、 

喊
見
力
と
第
岩
、

♦

 

4
5
1
;

幕
と5

お
弁
川
、
拍
戶
と
荒
馬
、
’
-

千S

川
と
稻
妻
、
驚
ケ
系
と{呂
械
野
、
玉
垣
と
龍
門
等
が
是
れ
で
ぁ
る
0

.
是
れ
等 

:

の‘14

下
肅
は
次
小
林
文
：七
氏
のW

1

セ
に
存
し
て
居
っ
た
が
、
大
震
災
ひ
際
に
燒
.

失
し
た
。
北

齋

ま

に

成.
っ
お
も
の
で
は
*
勝
川 

&

瑕
と
.

名
乘
っ
時
代
の
、

▲

面§

を
！^

郞
，と
出
羽
假
金
蔵
と
が
取
組
ん
だ
風
が
！！̂
に
续
っ
て
ゐ
る

。

"

角
力
維
も
役
者
謝
と
等
し
く
天 

S
V
.

宜
R

t

全
嫌
期
と
し
、
一
'

文
化*

文
政
と
盤
る
に
速
れ*

藝
觀
嚴
と
し.
て
は
次
第
に
墮
落
じ
：
^

が
>

:

商
品
と
：し
て
の
養
か
行
き
は
愈A 

增

化

ぶ

むA
j

 

V

風
は
れ
る
。

：

顏
勝
期
の
の
で
：は
，

.

-

政
五
年
に
出
た
國
芳
の#

羽
織
の『

相
撲
年
寄
雷
權.
太
夫』

：な
ど
が
い

-

セ

ぁ

ら

'，パ

.

:
;

,

バ

:

ン
.

.

.

:

一
浮
世
粮
か
國
场
的
結
合
に
對
す
る
寄
與
景
版
肅
の
發
達
と
幾
に
愈
；々

大
と
爲
も
？
永
弁
荷
風
氏
、
其
の

.『

激
⑩
辕
の̂

水
肅
と
、
 

賞

ま

i
F

に
於
い
て
日-

洋
齋
の
，％*
^

は
、
人
#

働

の

富

よ
•

^

、
漸
次
、
务
離
獨
立
ル
し
も
の
に
し
て
、
其
の
.初

め

氣

蘭

陀
十
七
：世
紀.
の
：霞

に

起黄
*
.
:
;

十
八
1

を
經 
>

:

ホ
九
®

ゥ：：

佛

購

與

ロ
^

：:マ

かチ：：

ズ

：
ふ

お

時

代

：

j
b
i
:

及

びR
、
：

売

成

せ

：
义

山

ち

、

r
:

人物響達の

後
：！

し：

令ぜじれ我が：
浮
世
繁
棘
見

W

も
亦
ン：

其
の
镑
た1

;

ま

ま

浮

世

蠻
俗
！！

は

翁

ホ春信章居清長ょあ

.

.

：.歌
e

,

:

春
潮
，i

金
國
の
.
f

、
寬
政
；の.詣
名
家
に
及
を
圓
熟
の
極
度
：に
塵
せ
.

：

i

時
、

,

に
S

紫

ま
ま
*
?
®

軍
め
：

y

大

書

れ

、.
御

®
:
ス5

水

鶴

を

養
i

タ

を

と
。
：ホ
浮
世i

は
早
べ
か
か
赋
景S

を
も
描
き
、
：俞
播
師
宣
筆.

ら

の

體

の

：中y
:

:

風
本
堤
.

や
フ
：衣
紋
坂
を®
 2̂

:

た
も
の
：
-

^

ど
-

. 

. 

.' 

■ 

.

.

.

. 

- 

, 

:.
 

- 

. 

■

.

.

0

人
物
肅

ポ

か

も寧
る
風
景
餅
に
近S

も
の
で
：あ
る
：が
，
浮
世§
.

の•
ま
に
：成：
^

る
.風
景版

！！

發建わ

跡
を
迪ら

*

ま
る
1

先 

づ大體、力

f

 J
,
:
:

か
'か

出

凝

ホ

れ

な

^̂̂ 

:

,

'.パオ
ー

r
 

.V.■.

.

ス-..v..

—

r

:

:

.

v

.

.:./
'...
 
-
 
r
v
.
^
v
-
. 

. 

:
.
,
-
. 

r

 

-
.
V 

.

.

へ.
.
，'
;
が

 d';lf

,
.
.
-
.
.
.

.

.

.
,
. .:;

.

ソー：，浮
世
输
は
元
来
寫
實
を
基
礎
A

ポ
：る
點
に
於
い
セ
洋
攝
ぇ
共
通
黯
i

ず
.

么
も
.

：
の
：
で

あ

：る

が

、
：
一

.

风：：

に

：
和

：
蘭

わ

：

i

ゃ

：
ぜ

グ
^

蘭
陀
翰
；

殊
に
專
保
五
，年
！

£
1
1
^

禁
ぉ
共
：に.舶

來

せ

敎

へ

&

れ
て
；ま
元
文.
：寬
保
.

わ
頃
パ
奥
村
政
信
逢
る
程
度

/

 

ま
で
其
：の
遠
近
法
遂1

を
取
：
^

<

>

^

て
：
|

內
部
わ
光.
景
、
、.例
へ
ぱ
、
づ
失
わ.微
：五
：郞
や
さ
八
百
屋
お
七
鏡
臺
開
の
：開
演
中
の
有
様

^

 ̂

.

し

は

妓
i

ひ

は

旗

亭

內

益

け

る

遊

，與
の
光
景
を
描
寫
し
た
。

-

こ
れ
が
浮
输
のf

り
で
あ
る
。
：此
の
時
代
&
浮
翁
は
圓
ょ
り 

鎭
彩
⑥#

つ
，
で
：
、
ー
政

信

：
の
：
外

•

^

西

村

：
重

長

>

^

K

I

3
m

:

政
>

ーi

居
淸
倍
タ
ぃs

居
清
忠

>

"

田
中
签
信
等
の
も
の
を
見
：掛

け

，る
ヵ
パ 

旧

，
堂

な

ど

と

名

乘

る

.

人
；み
め
作
品
も
傅
つ

.

ポ
t

。̂
延

享

頃0
製
作
込
推
せ
ら
が

H

ゐ

る
定
月
堂
；の

k

刹

漆

維

：

『

長
崎
丸
：山
風
景

1

 

は
丸
山
の
青
樓
か
ら
：港
に
赌
泊
せ
：る
莫
國
の
，：宜
織
を
望
め
：る
あ
の
：
⑥
あ
つ
；

.

て
、
：

"

宛

ら

洋

肅§

近
法
の
：輸

入

を

胸

語

る

も

の

i

如

く

で. 

:
:商
品
：

W

し
て‘
の
.浮
歡
紛
版
攝

 

' 

,
 

:

:

ニ
2
: 

.
c

:
l

£
.

)

.



I

i;

I

' 

.一
廣
一-
^

し
す
，の
祭
黎
艇
識 

、
 

5

 

/ 

S
U 

: 

1

^

膝
し
粒
が
ら■

浮
l

i

w

た
影
響
：は
、I

が
ら
直
揉
にm

样
I

り
も
、IS

-

ん
i

s

,

:

明
末
か
I

 

物
に
於
け
て
两
洋
の
故
法
を
極
み
し
た
ま
f

ぐ
.

辣
i

癒
版
0

瓶
き
i

の
方
が
强
太
で
を
つ
を
と
云
ふ
意
見
も
"

行

を

ポ

を

る

。 

時
代
一
に
.爲

.

る
'

ぢ
r

新

青

原

：
な

，
，

J
i
U

を
®

,5
.

た 

俘
絶
が
長
卑
の
進
步
を
爲
し

a 

- 

. 

0
:
-
.
、マ
ー
り"
. 

. 

に
：

.'

.ッ
豊
後s

白
杆
若か

-
'
-̂

は
但
県
岡
に
生
れ
、
先
づ
京
都
に

w

て
癖
s

流
れ
を
狭
む
：鶴
潘
探
®
に

師

事

お

寶

霞

若

し

.く
は
明 

和

新

め
に
資
にf

 

>

石
'

3
,

石
燕
0

1

:

:

に

學

ぴ

"

又

>

 

石
川
豊
信
のi

化
を
受
ぐ
る
所
多
を
一
或.ひ
は
西
村
重
，長
に
：就
い
だ
と
も
云 

ば
"

.

^

.て

.ゐ
る
歌
.川
派
タ
世
翰
の
開
祖
.、
.

俗
稱
但
馬
屋H

.

次
辟
後
改
於
て
新
右
衛
門
、
昌
樹
'
 

一
寵
齋
、r
潜
龍
齋
ハ.
潜
翁
若
し.
く
は
松 

商
嗔
と
號
し
た
豊
春
は*

明
和
時
代
に
は
役
紫
输
や
美
人
攝
を
®

い
て
居
つ
た
が
、
安
永
年
間
に
入
‘

つ
て
か
ら
は
、
版&

方
面
に
於
ぃ 

:

.

^

^

'

^

^

>
お

ど
^

^

,

'て.
浮
辦
の
數
作
に
辩
進
レ
た
。
彼
れ
は
奮
來
の
劇
場
內
部
の
圓
ゃ

>
 

靑
樓
遊
宴
の
圓
ぱ
か
り
で
な
く
、
淺
.草
寺
、
雨
國 

潜
，‘
，深
川
.

新
大
稿
、
中
洲
新
地
，
V

:

深
川
八
幡
，
新
宵
原
仲
ノ
町
な
：蓉
江
戶
名
所
か
ら
ハ

1
$
:
u
l

間
堂
の
.

頭
し
矣
、
，洛
陽
四
條
河
原
の 

夕
凉 
>

‘

厳
®

辨
財
夭
.

の
察
禮
な
ど
を
題
材
と
し.た
の
み
な
ら
す
、-
和
M

の
原
肅̂
^

模
寫
じ
て
遠
く.
同
國の

'.

東
南
湊
，や
、
，
綴
馬
の
廢
墟
ま 

，で

ら

肅

中

に

败

め

、

.

又
、
，：毫
灣
に
：於
け
る
，

f

和

藤

朽

合

，

戰
を
描 

お

：後

T

利
國
景
跡
.I

に
對
し
そ『

異
國
景
跡
H

 

.の
摘
物
を
出
し
：て
ゐ
き
荷
風
氏
は
H

I

'

X

"

「

今
、
安
永
時
代
め
最
も
精
巧
な 

.

る̂

を
見>

0

に
、.
其
の
色
彩
は
嘗
つ
モ.
湖
龍
齋
の
好
ん.
で
.

用
ひ
た
る
揭
色
お
.主
と
し
タ
之
れ
に
黄
ば
み
た
を
紅
色
と
綠
色
一
と
一
ど
配
合 

:

じ

た

處

"
.

普
ガ
調
|

得
た
力
0

:

而
し
：て
其
の
布
局
は
，和
蘭
陀
銅
：

板
！！

を
模
做
し
た
る
稚.ぎ

拔

巧

の

爲

，
め

.

.に

却.
つ

て一

i

ず

可

き

，
風

趣

を
.

帶
ぴ
た
り
し
：
と

內

旧

氏

ほ

：

0
く
、「

初
明
の
浮
翰
を
直
接
に
啓
發
し
お
も
の
は
銅
版
盡
？

>

な
か
つ
た
と
し
ても
，

豊
卷
の
浮
输 

は
*

，擬
ひ
も
な
く
道
接
に
、
阿
蘭
陀
銅

.

脱
寄
の
影
響
を#

&

た
も

.

®

‘

で
あ

.

る
。"

：享
腐
以
来6

浮
籍
は
、
：唯
だ
形
式
的
に
遠
見
を
利
か
せ 

た
と
云
ふ.

に
過
ぎ
な
い
、
極
め
て®

敦
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
豊
春
は
銅
版
書
其
の
者
に
擬
し
て
、
細
密
な
、
又
、
寫
生
的
な
描
寫
を 

行
ひ
、'

初
か
て
之
れ
を®

維
と
し
て
作
り
出
し
た
。
初
期
の
浮
输
ょ
り
は
藝
術
味
も
餘
程
加
：れ
、
：風
：景
め
感
情
^
^
も
描
き
川
さ
ヶ
と
し 

て
ゐ
る
9
然

'
.

.
r

遠
近
法
は
来
だ
完
全
に
盤
ウ
て
ゐ
な
い
が
、
線
條
、
樹
木
の
描
法
、

'

文
は
撒
の
：集
§

0
漸
層
に
ょ
つ
で
空
の
光
線
の 

濃
淡
を
示
す
な
ど
、
何
蘭
陀
銅
版
肅
の
宇
法
を
取

'

入
れ
て
、

：

常
時
で
は
頗‘
ろ
斬
新
な
も
0
で
あ
つ
た」

と
。
：

m

版
元
は
永
壽
堂
西
村
屋 

,

と
松
村
彌
兵
衛
が
多
い
。

：

豊
春
は
文
化
十一

ギ

q

月
十
二E

*

八
十
才
の
高
臉
を
以
：
っ

v
^
,

良
逝
し
た
。"

晚
年
：
§

も
0
に
は
肉
筆
美
人
翰
、 

殊
ゆ
遊
女
输
が
多
い0

.

. 

- 

. 

. 

v

^

.

;

:

:

豐
翁
と
並
ん
で
浮
維
の
製
作
に
從
事
し
た
E

匠
に
北
尾
派
のg

、

北尾
： '

霜
政
が
あ
る
。
：
重
政.は
小
傳
馬'
町

f

丁
.

目(

横
山
呵
！
宁

目)

 

の
書
店
須
原
屋1

U

郞
兵
衞(

改
兵
衞)

の

長

(

或
ひ
は
云
ふ
、
雇
人
と

)

で
あf

v
j
、
'

幼
名
太
郞
言
，
後
に
佐
助

(

太
助
と
記
せ
を 

も
の
も
：か
る)

.

と
改
め
、/
通
：稱
を
失
五
郎
と
び
、
：；

f

.

屋
ゆ
本
族
が
：紀
州
北
鳥
に#

ウ.
た
か
爲
め
、"
北
鳥
を
木
姓
：と
し
た
が
、
"

其
の
'

,■,
 

,
 
.
-
-

■:
 

..../

■ .‘V 

レ.
.
.
.
.

J

.... 

‘ 

ノ-- 

■■ 

.

.

•

：

餘
り
；に
！！
^

を
る
を
®

ホ

v̂
.

播
姓
を
北
盾
：ま
め
た
を
潍
ぺ'も

れ

：
て
ゐ
一
る
？

譚

は

兼

僖

，

字

ほ

非

赢

パ

紅

菜

(

§

花
藍
i

1

 

北
峰
，

鄰
，ぱ
先
、一

陽
井
、
時
肅
岡
逸
民
、.恒
附
央
、
醉
放
逸
人(

漁
人)

，

' 

了
魏
廣+

T

碧
水
な
ど
と
號
し
、
又
、

「

重
政S

を
.：

「

繁 

昌」

若
し
く
は
，
-「

撒
維」

と
臀5

た
。
西
村
重
提
の
病
殁
跡
、
，暫
時
之
れ
師
事
と
も
云
は
れ
て
ゐ
，る
が
、
主
と
し
て
獨
修
自
習
の
給

' 

果
、！

家
を
成
せ
る
も
の
で
あ
る0『

糖
補
浮
世
输
類
考』

は

「

重
政
は
近
做
を
世
絶
のI名
入
な
り
、
贯
贬
ほ
し
て
後
、‘浮
世
維
の
風
鄙

商
ロi

w

し

て

の

俘

世

粉

-ル

肅

 

' 

i
n

ニ！
. 

-
(

ニ
！

n
!
)



：m r

- I

• • '  ■

'：r

，パ:.:，"jn: 
, '.レ

It

i；1;:

iね，.

!

:

服

5
.

て
し
て
の
浮t

掛

财

衝
-

•

:
1
1
m

 

:
;
.
c
.
l
o

し
く
爲
れ
りj

と
記
し
て
ゐ
：る
。
贯
政
の
ほ
し
た
の
は
文
政

'
 

.
 

..

.

ニ
年
若
し
く
は
三
年
の
こ
と
で
.あ
る
か
浮
世
翰
は
彼
れ

を
失
ふ
以
嫩
か
らm

て
既
に
顏
廢
期
に
入
っ
て
ね
た
◊
.
彼
れ

• 
,■ 

• -■ 

■ 

.

.

.

.

.

. 

‘...

ば
、
是
命
で
あ
っ
た
豐
春
ょ
り
も：

i

ら
に
提
命
で
あ
っ
て
、

:

八4
-
1

若
W

く t
n

i

をz
l
っ
：：

て
®

し
れ

o(

彼
れ
の
生
れ
だ
の：. 

は
元
文
四
年
で
：み
を

が
、
：，段
年i

文
政1

举1
1

月
十1

日
と 

三
ギ
ニ一

月
八r

n

と
も
、：同

1

月11

十一

日
と
も
、

同
月I

一
十
四
日
と
も"
揮
々
に
傳
ぺ
ら
れ
て
ゐ
ろ

)

。
第
八
圆

.

.

.

.

と
し
て
振
ぐW

も
の
は
重
政
の
：浮
辦
、

『

大
祭
禮
唐
人
行
列
之 

圓j
T
W

あ
る
。

-
‘
. 

- 

•
-1
.

,

:

. 

.

.

ン
重
政
れ
其
の
家
業
を
弟
に
譲
り
、
後
に
は
根
岸
の
里
：

(

金

杉
中
神
或
ひ
ほ
根
岸
大i

)

に
閑
居
し
てI

I

技
に
没
頭
し

た
賞
®

な
る

#

行
家
せ
あ
っ
て
：、
性
、
括
淡
i

、
一
 

潤
擎
料

の
如
き
も
、
多
註
文
主
の
意
に
委
せ
て
、
多
く
貪
る
こ

と
を
し
が
か
っ
た
れ
言
は
れ.て
ゐ
る
。
藤
岡
作
太
郞
傅
出
の

‘
.r

近
世
输
攝
史』

.

に
日
く
'

パf■
重
敬
ャ.：

性
淡
泊
、•
載

，
レ

モ

必

ポ

し

一

も

謝

物

を

受

け

を

レ

，
し

が

ぱ

"

V

依
頓
ず
.

る
も
の
日>
:

に
多
く
、
德
も
亦
：、 

，年
：み
に
セ
達
す
 

>

,

初
め
は
W

報
に
資
し
；く
暮
し
、
が
、

共
め
執
歡
を
歡
と
て
，、

’
#

ふ
て
.

こ
れ
に
贈
遣
す
れ
：ば
、
.

託 

も
次
®

:

^

豐
か
に
な
り
ぬ

」

と
。「

初
め
陋
巷
に
貴
し
く
暮

J

 

り
云
々
と
は
、
：
彼
れ
が
か
.傳
馬
町
若
し
く
ぱ
芝
金
杉
御
嶽
山
の
向
ひ 

ょ
り
大
傅
馬
町
ざ
丁nI

I
(
T
T

丁
目)

場
商
弗
筒
屋
喪
に
轉
居
せ
し
頃
を
云
ふ
が
。
败
れ
が
肅

i
：

に
絶
：
^

で
あ
っ
た
ひ
は
、
.
多
少
の
資
産
を 

有

じ

ゼ

，
居

っ

た

が

爲

め

.

で
あ
る
と
も
云
：
^

れ
て
お
も
。

(

渡
邊
庄
三
：郞
氏
校
弁
上
：和
維
ほ
編
、

『

浮

世

傲

』
)

。"
孰
れ
.

に
仓
ょ
、
重
政
が 

多
く
貧
る
：と
と.な
き
清
廉
温
厚
；の
盡
家
で
あ
つ
た
こ
と
を
他
ぶ

A
J

と

，
が

出

來

る

た

-

之
れ
に
反
し
て
、
豐
春.門

下

の

：
‘
逸

材

ス

初

代

歌

川
 

豐
國
に
な
：
と
、.来
お
攝
か
ざ
る
以
前
に
潤
筆
料
を
受
け
な
が
ら
"

：其
の
揉
に
誇
っ
や
ゥ.
容I

n̂

に
肅
か
す
、
版
元
を
，し
て
或
ひ
は
酒
肉 

.

畫

を

贈
； .

，レ
め
、.、成
び
.

は
觀
劇
に
誘
は
：し
め
、
成
か
：

a

酒
樓
に
招
ぜ
し
め
：
1

果
て
ば
ー
別
戶̂
2
^
^借
り
受
け
て
、
跟
處
：に
酒
飯
を
致
っ
.て 

筆
を
揮
は
し
め
、
，終
に
は
雜
費
嵩
み
て
算
帳
合
は
ざ
る
に

'

至
ら
し
め
た
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
タ

(

蟹
行
山
人C

曲
亭
馬
琴)

華

.

『

物
之
本 

a

戶
作
者
都
類』)

。 

• 

V

-
 

.

. 

• 

.
 

V

. 

r

- 

‘

‘
‘ 

豐
國
V

も
浮
翁
忠
臣
蔵』

の
ル
，、.：
江
：戶
名
所
を#

い
た
幾
多
，
.

の

浮

输

を

綠

し

て

ゐ

る

が

、
一
一
豐
，
春

f
：

下
に
在
っ
て
特
に
風
景
！
！
の
發
達
，
 

に
.

貢
献
す
る
所
の
あ
っ
た
も
の
は
、
豐
國
と
併
せ
稱
せ
ら
れ
た

一

柳
齋
歌
川
豐
廣
で
あ
ら
ぅ
。
豐
廣
通
稱
は
岡
鳥
藤
次
郞
-
芝
中
門
前 

町
め
往
し
て
ゐ
お0

狼
m

博
士
の
电
し
て
席
ら
る
、
加

「

鼠
川
の
流
は
豐
國.
に
至
っ
て
• 
'洋
々
る
大
河
と
化
し
、
別
派
の
豐
廣
は 

.

全
.

く
押
さ
れ
勝
ち
と
爲
ウ
た

」

一
形
が
あ
る
。
然
し
な.が
らホ

#
.
;
;
,
.
.

え
も
、.A
第
人
蕭
.

に

か

ポ

て

は

、
す

廣

は

決

し

て

豐

國

に

劣

る

も

-
の
で 

而.：： i

て

银

れ

は

戈

>

:

風

：
1

^

#

:

に

於

レ

で

も

、
一

‘

其
.

の：

春を释へャ

>

其
れ
M

下
廣
董
に
偉
大
な
る
感
化
ど
與

i

た
。

.

:

荷
品しての

'
.
'法
蘇

S

齋 

V 

X

 

-ニI

五
y



i

Jy
-

商

品w

レ
て
の
漆
資
紛
服
'鶴

C

 

二 H

ハ
0

會
<

?

:

て
嫌
旧y
 

#

氏
はi

く
i

廣

S

東
海
道
な
：ど
の
細
密
な
描
寫
は
、
i

春
の
作
風
其
の
ま
と
訊
し
て

5

 -
<
>

-
^
品

な

表

現

は

膚
 

重
k

き
ね
遠
ぐ
及
ぶ
所
で
：
^

れ

5

じ
ど
。
狂
敬
を
上
下
に
？

て
書
い
た
中
版
膨

.

衝
雜
l

l

、r
雪
輪
の
.『

江
戶
八
S

や
、' 

橫
維
S

 

大
版
の『

S

八
景』
、"
中

版

及

び

小

脱

堅

維

の

『

近

江

，
八

景

』

•

中

版

わ『

東
都
八
景』

，"
中
阪
橫
緯
の.『

江
戶
名
所』

な
ど
が
傅 

，て
も
るP

- 

"

一，

. 

/
 

ん

-
.
,
,
、
，
.
，

浮
翰
は
與
は

、
：齋
長
.歌
磨0121
攀
か
ら
、
勝
川
派
と®は

#
'

北
尾
液
と
云
は
す

、歌
川
.派
と
亲
は

す

、殆
ん
ど
.總
ペ

て̂ 

卿
が
^
4れ
.を
裳
作
し
た
ぱ
か
り
で
な
く>
浮
世
衝
以
外
の
者
に
ょ
ク
て
も
亦
、
凰
々
盡
か
れ
た
。
而
し
て
是
れ
等
の
一
枚
絶
及
び
俘 

输
肅
集

と
も
見
る
可
き
输
本『

東
.み
や
げ1
の
類
は
、
.：普
く
都
見
物
一
の
老
若
男
女
に
ょ

っ

，
て
購
は
れ
て
.、

鄉

里

ぺ

の

家

造

と

爲

っ

た

。
' 

f

一
て
浮
输
も
亦「

寬
政
に
及
ぶ
や
> 
早
く
も
粗
製
濫
.出
の
瓶
き
を
生」i

じ
^
安
永
時
代
の
最
も
精
巧
な
を

」

.態
を
失
っ
た
。
料
は
此 

の

：
頃

、
#

秀

な.
る
浮

絶

を.少
し
く 

E
集
を
ん
こ

と
ど
思
か
立
ちr 
‘

浮
世
綺
商
を
レ
て其

手
持
品
及
び
賣
意
あ
る
諸
家0
所
蔵
品
を
持 

參
せ
し
め
た
の
で
彭
る
が
、

f.

數
の
み
徒
ら
に
多

く

し

て

、堂
々
た
る
大
家
の
名
を
着
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
も

、
藝
術
味
に
富
め
る
も
の 

を
看
出

す
こ
と
は
極

め

て稀
れ
で
あ
っ
た
。固

と
黄

幼
の
‘玩

具

と
し

て
、
.觀
眼
鏡
用

に
製
作
せ
ら
れ
た
浮
输
は
、
：地
の
浮
世
输
版
齋
に 

比
し
て一.

層
渡
廉
な
る
商
品
と
化
す
る’の
傾
向
が
大
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。こ
れ
等
の
浮
縱
を
入
れ
て
明
い
た
眼
鏡
の
類も

、

令

、 

往
々
古
物
商
の
店
頭.に
於.S

て
發
見
せ
ら
れ
るC

 

S 

- 

純
然
た
を
洋
世
输
派
か
ら
離
れ
て
觀
れ
ぱ
、
豐
春
と
同
時
代
に
生
を
享
け
た
圓
山
取
ひ

組

、
應
舉
は

、
ニ一

條

大

橋

"

®

條

河

原

の

夕 

凉
"

傷
南
蕴
"
^
前
圓
祭
禮
の
山

S
:
、
.

，二
.王

U

間
堂
*
丸
山
座
：敷

、
'积
殼
蹄
な
ど
の
京
都
の
風
齋
や
石
山
寺
な
ど
か
ら
、
遠
く
姑
蘇
の
‘

1
萬
年
橋
，'
鎭
江
樹
林
"

：
明

州

津

な

ど

：
の

支

.

那
風
景
を
書®

ネ
し
あ
服
鏡
翰
を
描.き

，

其

わ

中

に

：
は

後

に

至

，
つ
：
て

デ

i

四

條

通

：
富

小

路

' 

? 

• 

- 

- 

' 

■ 

.
,
»■'■
■•■
■ 

.

.

.

.

.

西
入
わ
：尾
張
屋
中
鳥
勘
兵
衛
ぁ
た
力
か
ら
出
.

微
せ
ら
れ
た
も
め
ホ

P

を

？

其

め
#

に

、
，
凉

蒲

町

通

i
l
l

條
ホ
ル
菊
屋
安
兵
衛
版
の
合
羽 

指

浮

織

に

、

不

韻

齋

ふ

，
か

國

液

堂

と

か

云

ふ

署

名

の

ぁ

、
そ

も

：
の

も

傳

，
ウ

.

て
ゐ
：

次
い
；で
前
述
：せ
：る
司
馬
江
漢
は

K

明

ニ

ー

年

九

巧

に

：
銅

版

盡を
；：：「

創
®

」

：.
し

た

。
：

(『

西

洋S

談J
)
。
「
y

漢
.

ザ

年

が

ょ
.
'

つ

た

で

、

死

：
め

る

な

ガ

マ

：
浮

#

に
繞

す

浮

維

；

I

ま」

。
：
：彼

れ

が

.

' 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

忙踐しを
業績は、
：

の

§

翁
ょ
り
も
、
寧.
*

^

銅

版

盡

，
の

製

作

に

ぁ

つ

.

た
'
.
.で
ぁ
ら
ぅ0

;

飾
が
.

て.
岩
代
須
贺
川
の.
産

，
で

異

國

染

を
 

§

4

し
た
1

黨
山
す
吉
の
弟
で
ー：^
 

%

勢
の
#

月
谱
に
.

學
ぴ
、
自
己
も
又
、
：漠
國
染
の
：業
に
1

し
、.
樂

翁

公

：
に

请

出

さ

れ

、

寬

政
：

十

：

V
,

ハ
ル
、
；
長

崎

に

；
赴

い

.

て

洋

肅

を

研

究

し

、
，
或

ひ

は

秘

か

に

，
和

蘭

に

渡

：
，つ

.

た

の

で

；
は

な

‘5
.

か
と
想
像
せ
ら
れ
て
ゐ
る.亜

歐

：堂

：
田

善

、
.
即

• 

- 

.

.

.

.
 

,

.
;
. 

.

ち
★

田
普
出n

も
亦
，
：
多V

.

の
銅
版
書
を
製
作
し
、

(

亜
歐
堂
に
就5

,

は

：
油

弁

夫

山

氏

.0̂

研
究
が
ぁ
る)

、
稍

す

遲

れ

；
て

、
.
.
雷

洲

安

田

茂

平
 

も亦
.、
：：

之
れ
を
作
つ
：

M
。
；

侧
版
齋
は
§

東
山
：驚
岸
町
に
：

f

し

た

初

代

ま

み

：
堂

松

本

儀

平

：
に

：
至

つ

て

一

廣

ま

衆

北

し

：

た
？：

，
共

の

：

3̂
:

男

，
に 

i
j

代M

々
堂
お
本
改
め
换
田
纖

山
：；

が

ぁ

ハ

；

の̂
^

弟
に2

?

次，
部
ボ
ぁ

-
=
4
:
:

而
し
.

：
其
の
弟
子
.

に
.

：^5

豐
ま
春
燈
齋
厕
田
ず 

出

次

。

あ

の

，
外

，

.

：西
洋
め
油
辦
に
學
ん
ガ
泥
維
と
聯
す
る
風
景
識
が
幾
多
の

l
i
H

に
な
力
す
製
作
せ'
ち
れ
そ
.

ゐ

え

。
、
；
：
：
、

'

,

':

旣
に
春
則
時
代
に.
：

r

江

，微

雨

國

橋

夕

凉

花

义

之

圓

1
,『

金
.

寵
.

山y
,

王
門
.

淺
§

:

寵
山
境̂

.
- 

.

.

.

.

.

.

-

.

.

.

.

.
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容
合
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1

1

:

/な
.

ぷ
き
输
ぷ
盡
き
ざ
タ
ヤ
：
齋

1

為

課S

た

初

溯

に

来

か

，
て

司

I
f

江

燕

の

銅
 

し

瓶

品

.
W

し

H

の
，
浮

世
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膨
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：
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I

p

品V
:

レ
て
；
め
.
浮

服

粉

阪

纖

- 

k

:

八

(

ニ！<
)

0 

fi 

f

 

S

國'
j
r

及
.

び
：
S

 

く

さ

い

岛

が

X

:

ハ

く

だ

，
ル

ぅ

：
し

が

ふ

.

-

^

し.
*

*

^平

假

潘.を
歐
文
に
壞
し
精
書
き.
に
：.-
^

た『

：九
段̂
^

ヶ.
侧』

や
同
綠
の.
'

,『

高
橘
の
#

出1
:

%

ど
.

ぉ
出
レ
た
：寫.
飾
北
齋
は
"

一

文

政

六

年

以

後

に

及

ん

：
で
；
，
，

『
1̂

纖

ニ

ま

ま

l
:；
S

十

六

放

灘

：
ひ

』

：

.れ
枚
-

,
 

『

誰
I

橋
奇
蠻』

十一
枚
等
の
如
き
風
景
版#

の
大
作
を
出
す
に
至
っ
た
。
吾
人
は
風
景
盡
家
と
し
て
の
北
齋
の
偉
大
さ
を
愛
に
取 

り
：立
そ
.

あ

タ

す

る
I

は
な
い
ホ
，
彼
れ
が
、
：：例
へ
ぱ
永
壽
堂
®

村
與
八
版
力.
i

主
^

一^^
^
^
^
^
^

當
出
を
、
；；江
：
§

:

日
本
橋
か
ら’
；；驗
河
町i

弁
i

振
の
：化
か
ら
ャ̂

紫
川
禽
年
橋
下
か
ら
、
麟
河*

か

ら

、
い

千

粒

か

ら

 

>

 

下
目
黑
か
ら"

品
川
御
殿
山
か
ら"
i

松
か
ら
、M

s
*

の
.

水
車
小
圉
か
ら*

隅

5

川
關
屋.

0
,
:

里
-

^

；ら
、
；
五
百
羅
漢
寺
榮
螺
堂
か
ら
、
：：：

H
i

川

-
か

ら

•：：

千

往.
か
ら
；花
街
の
屋
上
に
、

' 

個
鳥
か
ら
水
平
線
上.に
眺
め
、
更
ら
に1
#

奈
州
沖
力
浪
襄
東
海
道
程
ヶ
參
松
並
：木
：の
袖
か
ら
、：®
州
七
里
濱
か
ら

1

:

同
じ 

く 
i

庄
か
ら
、
：

.
y
'
l

か
.

ら
、
.伸
原
か
ら
、
：箱
极
の
湖
水
か
ら
ハ
上
^

^

^

か
ら
、
赎
州
片
食
の
茶
園
か
ら
>

 

田
子
：
0

浦
か
ら
、；烈
風
わ
江
夙
か
ら
>

、太
跟
新
田
か
ら
、
，金
务
か
ら
ホ
ガ
を
⑩
レ
て
仰
ぎ

.

叉
. 

4

江
.

の
山
-

^

か
ら
、
'富

の

不H

見

茶

屋

か

ら

、

，
尾

州

不

一

'
.

I

見

原

、
の
.

桶
屋
の
：製
造
：中
の
桶
の
中
か
ら
望
み
、
.
襄
に
廻
ク
て

、

0

用
州
犬
目. 

崎
か
ら
、

.

同
f

碧

S

S

#

)

か
ら
、
：身
延
川
か
ら
、
、

i

越
か
ら
、」

ら
、
‘

腾
.

の
：霞

(
W

和)

か
ら
、.
又
、
信
州i

湖 

か
ら
巡
かI

め
-

:

更
ら
に
共
の
全
貌
を1

跳

風

快

晴

』

：
及

び.『

山
下
白
雨1

:

の
題
下
に
描
き
、
併
せ
て
：
’
i

人
登
.

山』

.

.，の-
f

®

に 

レ
て
、

.i
i
C

の
.

：4̂

嚴
な
る
姿
に
接
し
、
其
の
神
蜜
：な
る
ぷ
吹
に
觸
る
.

V

.

こ
：★
を
得
る
者
の
間
に
"
肤
の
靈
山
を
中
心
と
す
る
，國
民
的
群
ぐ

.

を
：̂
き
起
さ
しむ
る
上
に
於
い
て
如
何
に
大
な
る

力
が
あ
っ
た
か
を
思
はな
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
大
摘
中
の
最
大
傑
作
*
仏 

赫
仏
を
以•
つ
：て
彩
ら
れ
たE

率
が
隣
雲
浮
ぶ
靑
空
に
略
と
丄
て
聲
ゆ
る
偉
容
を
#

い
た『

凯
風
肤
晴』

，俗
に
謂
ふ「

赤
ま
士
L

若
し
く 

は

，，

「

燒
宵
士」

は
-
實
に
,
输
肅
の
國
.

佛
蘭
西
の
印
像.
派
に
對
し
て
多
大
な
，る
：刺
戟
を
與
ヘ
た
も
の
と
云
は
れ
て
ゐ
る
0 

.彼
れ
は
天 

保
五
年
及
び
六
年
、
綺

本R
®

嶽
，百
景i

を公
；，

に
レ
、
國
芳•
.

廣

重

の

.
大

家

等

も

亦

、
，
彼

.

れ
に
做
っ
て
前
者
は
..

『

東
都
富
士
見
三-

H

ハ 

S

、
後
者
は『

窗
主

U

十
六
景』

：.及

び『

不
.二
三i

ハ
貴』

，を
公
-

に
し
衣̂
^
^
^
^
 ̂

フ

"

ノ 

：
 

/

:

,

北
齋の

， ®

レ
.

た
風
景
齋
に
せ
狗
ほT

東
满
道
木
會
名
所I:

覽』
T

有橋
： .1

覽』
T

奥
州
廣
簿
松.
鳥

赂

圃』

ノ.
隅
ぜ
の
寧
、
：
淀
川0
 

青
野
の
花
り.
3

巧
花』

兰
枚T

勝
景
雪
月
花1

九
枚T

.

千
僻C

海』

'

十
救
、

『

諭
訪
m

冬
景
色
么
圓i
、『

^

ホ
：ぐ
聲
圖1

『

琉
球
A

®

:

八
枚
、：
^

.

な
ど
も
あ
る
。『

H
I
T

人
：

1
$
2

姥
ヶ
維
挪』

1
:

一
十
八
枚
もi^

、
.

風

の

中

：
^
>
<
れ

て

ょ

か

ら

ぅ

0

更 

ら
に
北
齋
が
赚
消
か
らW

し
た
長
制
堅
群『

詩
哥l

i
s
j
r

十
权
に
な.

在

T

灰
贼
別』

、『

春
填
の
列
描』

、『

在
原
業
2

,『

融
大
：臣』

， 

『

安
倍
仲
®

^

李
伯(

：白
ど
、

『

清
少
納
言』

、『

蘇
取
坡』

、；『

伯(

白)

樂
夭』

，'『

少
年
1

1

?

』

：
な

ぶ

を

顧

村

5

^

し

：
て

ゐ
/

る
が
、
其
：の
中
に
は
國 

際
交
渉
を
有
す

.

る
も
の
、
存
す
る
こ

-

^

が
看
出
さ
：れ
る
。
異
國
に
在
っ
て
ぐ
：ニ

g

:

の
山
：の
：月
を
偶
ぶ
，

『

安
倍
ル
仲
廣』

V

日
本
：の 

智
蔵
を
評
れ
と.
#

ふ
宣
旨
を
受
け
て
筑
紫
：に
來
ね
、
i

n

明

：
軸

の

：
煮

り

に

.

姿

を

現

し

た

漁

：
翁

：
に

1

せ
ら
れ
：；

「

住
言
の
神
り
力
の
あ
ら 

ん
程
は
、
，
ょ
も
日
本
を
従
へ
.

さ
：サ
输
は
じ
，
.

速
か
に
浦
の
彼
、.

ち
歸
り
給
へ
樂
天-T

と.
1

喝
せ
ら
れ
た『

白
樂
天』

を
取
扱
っ
た
も 

の
な
ど
が
是
れ
で
あ
る
。

『

淸
少
納
言

』

も
.「

夜
を
こ
め
て
鳥
の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も

」

‘

の
歌
意
を
取
っ
て
、
孟
嘗
君
函
谷
關
の
故
事 

を
盡
い
た
も
の
で
あ
る0
:

.
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役
者
織
と
爽
人
椒
に
行
せ
詰
：

.

つ
.

た
浮
：货
输
は
北
齋
と
共.

に
ハ
風
景®

：に
新
生.

W

を
肴W

し
た
：；
0:
.

風
景版

！！

は
.

北
齋：：

の
：

O

A

'、
：：
昇
亭
北 

.

壽

ノ

魚

屋

北

溪

に

：ょ
つ
て
、

.

も
多
く#

:

か
れ
、

又.
*

，:

朝
代
豊
國
め
弟
チ
や
：與
齋

W

労
，，

.

潮

川

め̂
^

を
傳
ぺ
た
溪
齋
英
泉
に^

つ
•て
も
幾 

多

器

な

：る
：ホ

品

を

公

に

：せ
ら
れ
た

0 
:

國

芳

で

は

、

洲

嫩

の

：
湖

日

出

，
ぐ

.

雨
®

0
谅
：み
、
；
鐵

逾

洲

の

愈

釣

,::

兩

國

柳

橋

、
、；新
出
口
原
、

.

大
森

• 

霞
ヶ
關
，

.

險
河

.

臺
"

.

满
草
今
戸
を©

.

^

'

た
，

-

^

横
判
の

-『

東
都
名
所』

、御
贼
川
岸
、
織
場
、

.」

ニ̂̂
^

を
取
极
，つ

同

じ
★
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V
'
-
:

 

:
.

v
-

V
-

ン

V
,
.

.
:

 

; 

.

.
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:

ブ
，
.u

」

ーゴ

.
：：'

 

..レ

n

末
明
の
.

を
#

辦
界
わ
飾
みin

i

匠
廣
重
は
前
記
の
如
ぐ
安
政
：五
：ポ
に
、
國
芳
：は
文
久
元
年

m

月
五S

、
"
.

ポ
十
五
オ
をz

i

つ
v

^

>

1

n

w豐 

國
は
元
治
元
年
十
一
一
巧
十
五
日
、

/

七
十
九
ネ
お
以
つ
て
、
孰
れ
も
長
逝
し
た
。
5

1

:

^

維
界
は̂
#

^

ぐ
落
寞
た
1

^

も
ー̂
5

ぜ
爲
：
5

^

:

^

ル
‘，ー
旣
に 

1

種
の
幼
稚
な
る
新
聞
紙
と
し
て
：

一：
?；；

の
命
脈
を
維
持
し
て
來
た
浮
址
输
版
齋
は
、
明
治
維
新
後
，
、

1
4

の
新
®

の

發

達

に
"-

失
第 

.

に
其
の
販
路
を
想
は
れ
ん
と
す
る
の
傾
向
が
あ
つ
た
。
W

生
外
骨
氏.
の
引
用
せ
ら
る
、
所
に
據
る
に
、當
時
の
朝
野
新
鳳
に
碑

『

昨
今
、 

各i

の.
旅
客
、
本
社
に
立
寄
り
、
數
部

(

同
じ
®

の
新
聞
を
購
求
す
る.者
數
多
あ
れ、
' 

客
皆
日
ぐ
、
往
昔 >
 

府
下
に
來
れ
ぱ
マ
必
す
錦 

絶
を
求
め
て
ナ
U

鄉
に
歸
れ
、
こ
れ
を
、江
戶
土
産
と
稱
し
、：
親
戚
朋
友
に
聯
る
に
、

.

借
北
ハ
の
美
を
賞
し
て
珍
重
せ
化
と
云
ふ
、
今
、
こ
れ 

に
換
ゆ
る
に
新
聞
を
以
ウ
て
す
と
云ふ
、
鳴
呼
、
文
明
と
や
云
は
ん*

開
化
と
.

や
云
.は
んJ

パ
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

.

脚
の
移
りI

t

く
時
勢
.

に
應
す
る
が.
爲
め
に
、
：當
特
の
浮‘,
§

は

所

謂

：
一

「

鋪

输

新

聞

J

な
を
か
の
-

^

擎
を
執
み
出
し
た
。
國
芳
門
下 

の
落
合
芳
幾
が
、
山

V

亭
有
人
、
點
花
老
人>
 

溫
克
堂
®

、
百
九
里
散
人
、e

山
人
、
轉
々
查
主
人
等
と
協
力
し
て
、
一

1

枚
一
錢
六 

.

厘
の
定
偵
を
附
し
て
、
明
治
七
年
千
月
、
人
形
町
，の
具
足
屋
か
ら
發
し
た

『
東
京
日
.

日

新

聞

』

：
ぐ

初

め

：
と

し

て

、

同

門

月

岡

芳

ハ

f

の 

『

郵
便
報
知
新
聞r

鮮
齋
永
漆
の『

横
濱
毎
日
新
聞』

其
の
他
各
種
新
聞
の
圖
解
が
、
惟
り
東
京
'

の
.

み
な
ら
す>
 

大
阪
、
京
都
等
に
於

いH.

濃

せ

抵

は

，
此

の

種

の

雄

を

稍

や

多

V

所蛾
.
.
.

て
：
ゐ

を

が
>
ぐ醜

悪

な

る

：
も

の

 

'
み
使
も
に
多
く
し
て
：
、
‘
藝
術
的
偵
値 

あ
を
.

*

^

,の
；^

殆
ん
m

m

で
t

o

 

.其
の
錦
翁
新
聞0

流

行

ぁ

僅

か

に

五

六

：
年

に

：
し

セ

此

：
ん

だ

P

み
生
外
骨
氏
へ

r

明
治
の
錦
输
新
聞

』

 

參
照

)

o
 

.ボ
§

弗
共
の
他
の
浮

.

货
输

S

け縛が：？

間

$

捕

絶

に

：
其

の

拿

を

振

ふ

：
に

至

：
タ

た

。
：
：
明

，

八

年

：
劇

刊

の

：
東

.

京

，
输

入

新

聞

'
に 

於
せ
る
芳
裁
、
す
：

一
:
:

ギ
剑
何
の
眞
砂
新
聞
に
於
け
る
芳
年
、
、

.

假

名

訓

新

間

に

於

け

る

：
芳

門

；
下

.

の
まI

t

年

.恒

：〈

北

野

恒

ま
！！

： £
の
師)
 

な
ど
が
.

是
れ
で
あ
る0
 

(

詳
し
く
は
木
村
：春
糊
热
の
；

f

新
聞
の.
輝

输

浮

世

續J
K

象
照)

：
0

又
、
：凡
そG

の
： ®

か
ら
しv:̂

襄
き
に
述
べ
た 

觀
氏
输の

：：

脈
を
引
：

5

た
御
所
維
な
る
も
の
も
行
は
れ
：た
0

:
 

U

 

.
:
、

レ役
者
！！

、
；：

美

人

！

T
.

風

景

し

v̂
:

の
浮
ま維

は
"：：：

下

岡.
蓮
杖
等
0

努
力
に
ょ
っ
て
我
が
國.に
普
及
す
る
に
，至.
っ
、た
寫
眞
の
爲
め
に 

次
银
忙
驅
遂
せ
ら
れ
巧
：
明
治
九
年
に
は
大
阪
の
；和
田
糖
松
は
廣
董
の
取
海
道
に
：做
ウ
：て
、
；寫
眞
五
十

.一

二
次
を
：完
成
し
、
之
れ
を
資
出 

し
て
大
好.
評
な
傅
し•
デ又

"
*

其
の
頃
、
：，
.

近
江
八
最
及
び
地
方
の
風
景8
S

ガ
换
水
の.如

'
'̂
:
b
i

他
に
抵
濫
しW

し
た
と
云.
は

れ

て

，
ゐ

る

。 

(

出
弁
；

8

治
氏F

維
霞
の
浮
世
翰』
)

力
ま
：匠
小
林
清
親
钱
の
太
手
腕
を
な
っ
：て
し
て
か
遂
；

g

新
與
寫
眞
藝
術
：に
抗
す
る
：こ
：

>
u

が
：出
來
な： 

か
つ
た
。‘：.-
’

V

リ

ぃ

ゾ

ベ

-
：
.
-
.
.
:
ン

 

, 

y:/,y,

.
'
.役
者
输
に
際
物
的
な
粗
製
濫
作

§
:

多

か

；
っ
：
た
こ
一
と

.

は
旣
に

/
.

1

言
し
た
所
で
あ
る.

が
、.

令
、
小
島
烏
水
氏0

普

：
に

據

っ

：.

て
>

 

普

通
の
役 

者

維

む

製

作

順

序

ぢ

述

.

ぺ.

：る
と1「

^

^

で
出
：

.

.

^物
が

極

り1
:
'

役

ヤ

の

受

特

が

確

定

す

る

と

、

狂

曾

作

者

，
，

：

又
は
：座
一
！：

^

か

ら

蕭H

に
知
ら 

せ
る

o

f

肅
エ
は
§

.

が
來
る

.

と
直
ぐ
下
翰
か
ら
構
圆
に
か.

,

り

三

i
l

番
の
下
書
を
徹
夜
し
て
ま
で
も
描
き
上
げ
、
ホ
子
に
共
の
下
齋 

を
持
た
せ
てm

版
元
の§1：

屋
組
合
十L

軒
と
假
組
七
軒
、

っ
ま
り
十<

w

を
廻
ら
せ
、
出®

の
場
而
を
重
複
せ
ぬ
や
ぅ
に
取
り
極
め
さ
：
 

商
f

- 4

て
め.

浮
世
输
牌
齋... 

S

九

〜

吗
九
，1
ン



商
品w

し
て
の
浮
世
输k

滸 

§

 

'

(

五
1
0
 

)

 

t

せ
i

.

.

下
絶
を

.

5
;

;
^

#

し
.

て
、
；；翌.

日T

坏位
：；

に
|

ニ
收
續'

の
板

.

下
®

數
組
を
製
作
し
ほ
失
れ
失
れ
配
付
ず
る
、

.

：
問
屋
で
は.

下
输
を
見
る
；と
、
直

，
 

ぐ

：に
お
.
木

屋から
彫
師
ぺ
驅
つ
け
る
、

-

彫
師
の

-

}

^

で
は
ハ
急.

ぎ
の
際
物
に
な
る
と>

1

枚
の
板
木
を
！

一
:1

つ
に
も
四
り
に

も
，®
つ
て
い
ツ 

大
勢
で

i

的
に
藤
る
、#

通
は
厕
雕
り
がW

來

'

頸
彫
み
に
廻
る
め
だ
：が
、：
す

.

刻
を
夢
ふ
際
物
に
な
る
と"

順
序̂
を̂

に
合
せ
の
切

ね
廻
0

を
し
て
校
合
指
を
：
m

し
、
餅H

の
ガ
や
化
差
じ
を
し
て
ゐる
間
に
、
’職
り
足

ね
み

い

，
部

分

を

彫

り

加

：
へ

る

と

云

ふ 

や

う

な

騎ぎ
で
.

あ
る
。
以
上
は
ニ
；代
豐
國
が
感
ん
に
描
い
た
時
代
の
さ
ま
と
し
て
西

m

蕃
坡
翁
や

、
：
，
竹
内
豐
齋
翁
か
ら
聽
い
た
話
と
し 

て#

へ
；
ち

：
に

た

も

の

.

で

あ

る

が

パ

(

s

s

f

r

十

五

號

所
®

1

B

と
®

織』
)

、
こ

れ

.
は

敷

の

見

傘

て

書

き
 

な
い
ハ
：時-
^

^

場

合

误

タ

，ヤ
は
、
输
師
が
中
見
：と
言
つ
て
，

.

初
白
.

は
總
暮
出
撤
は
な
い
か
ら
ン-
三
日
目
位
に
、
：

#
の
：：

三
間
目
と
レ
ふ
や 

う
な
舞
毫
：に
近
：
場
所
か'
ら

、
木
戶
御
免
で
：見
物
し
な
が一
ら
マ絶
え
ホ
擎
を
走
ら
せ
て
、，
ス
ケ>
:

チ

を

：
レ
た
ひ
い
曼
え
書
き
を
取C'

た 

り
マ
叉
は
慕
が
し
ま
る
：と
、
.

：
樂
屋
を
訪
ね
て
ハ
衣.裳
の
摸
様
れ
ど
を
追
ひi
s

し

た

り

：
か

て

"

そ
れ
か
ら
彼
れ
是
れI

週
間
倚
の
間
に 

服

り

：と
指J

C
v

を
；旅
あ
せ
：て"
.

.

:

寶

り

出

ず

や

，
う

な

毅

合

も

：
あ

る

が

、
悪
く
す
る
と
、
ザ
'

^

，居
を
打
ち
揚
げ
て
後
に
、
其
の
錦
織
が
沛
中
に
出 

る
/U

 

A

も

な

レ

で

は

な
9

兆

研
堂
誉
近
霖
織
製
作S
5

.

;

。
瓶
う
：

5
.
4

風
で
あ
0

.

た
か
ら
、
開
演
の
：以.前

に

，製

作

せ

ら

れ

た

芝
 

.

廣

输

ほ

1
2
^
.の
！
：

臺

而

と

く

相
®

ザ
る
場
合
が
職
々
起
あ
。

-

共
の
極
端
な
ニ
例
は
、：
嘉
永
六
：年
：ニ
；

一

月
十
四
.

日
か
ら
中
？
^

座
で
上
：演 

せA
i； !

れ
瀬
川
加
単
め
：

『

與話霞名

横
®
!

の
；
開

演

： 4

前

に

製

作

せ

ら

紫

ニ

I

S

'

豐

國

の
S

救

績.
錦

檢

で

あ

る

"
"
此

の

飾

输

で
 

は

、

.八代
目
圓
十
離
の
與
，
S

郞
が一

一.救
目
のĴ

I
E
R

と爲：
尾上椒拳

(

四

代

.
目

菊

五

郞

)：

の横當が藝者姿

^

て.
届

ね

、黑 

の
比
翼
め
小
袖
を着

..

て
.

、.
：秋
草
の®

邊
.

に
道
行
0

振
®

を
演
じ
て
ゐ
る。
.

'

丸
粋
め
ホ
に
ほ
中
村
鶴
薄
の
編
幅
安
な
ら
ぬ
布
W

蛾
老
蔵
の

，
こ
ぅ
も
り
の
ニ
！婦

」

が
描
か4

て
ゐ
る
◊

ニ
一
蘇
の®

に
はS

幅
の
節
靑
が
な
ぃ
ク
濕
美
清
太
郞
氏
は
と
ん
な
例
を
猶
ほ
幾
ウ
か
擧
げ
て 

居
ら
れ
る0
 

(
『

役
者
綺
襄
表』

)

o

斯
く
の
如
き
際
物
的
芝
房
維
が
文
明
開
化
の
利
器
寫
腐
に

'

よ
つ
て
取
つ
て
代
ら
れ
た
こ
と
は
固
よ
.
：

^
 

當
然
で
あ
ら
ぅ
。

.

時
局
®

®

も
、.
明
治
十
年
.

の

西

南

戰

爭

、

二

十

，
ニ

年

の

憲

法

發

布

，

二
；
十

七

八

.

ボ
の
‘

日
淸
戰
役
な
ど
に
際
し
て
は
、
寫
真
技
術
の
及 

ぱ
ざ
る
場
面
を
描
レ
て
多
く
世
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
終
に
は
全
く
其
の
影
を
沒
ず
る
に
至
つ

‘

た
。
日
淸
戰
役
時
代
に
な
る
と
西 

南
戰
命
當
時
に
健
筆
を
振
っ
た
芳
年
も
最
早
故
人
と
爲
っ
て
、
其
の

.

弟
子
の
水
野
年
方(

S

木
淸
方
肅
ぬ
の
師)

や

、

，，

小

林

淸

親

、

尾

形
 

月S

な
ど
が
多
く
の
作
品
を
公
に
し
て
ゐ
る
。
淸
方

®

伯
日
く
、

r

芳
年
、
淸
親
の
後
に
來
れ
る
は
、
一
一
十

一

ニ
ニ
年
頃
よ
り
徐
々
に
摄
頭 

し
來
れ
，る
月
耕
、
年
方
，
独
舟
、
永
涨
、
華
邮
で
あ
っ
て

、

.1

一
十
，七
八
年
の
戰
役
を
經
て
、
>

我

が
國
の
地
步
、
，
稍や
世
界
的
に
定
ま
る 

に
：連
れ
、
世
の
中
も
華か

に
爲
P

、
其
の
時
代
に
乘
っ
て
出
版
探
も
盛
ん
と
爲
こ
れ
等
諧
家
の
風
俗
*
は
新
興
文
擅
の
勢
力
と
結 

ん
で
大
に
世
に
行
は
る

〜

に
至
つ
'

た』

：と
0

.

/

 

,

.

浮
货
精
に
は
絡
ぇ.f

v
「

物
の
哀
れ
し
一
，
が

附

き

纏

つ

：
て

ゐ

た

0
 

.
浮

世

織

は
都

市
の
，
發

達

、
町

人
階
蘇
の
勃
與
に
よ0
:

て
、
封
建g

富
が 

次
第
に
时
人
的
富
に化

成

し行
き
な
が
ら 
>

猶
ほ
I

な
る
奮
要
素.
.の
称
®

拘
束
：の
：爲.め

に

：、
：

資
本
：と

し

て充
分
に
仲
張
す
る
こ
と
め 

.

出
来
なか

？
'

を
時
代
を
表
瑰
す一
る消

極

的

な

、

，
い

ぢ

.

ら

し

：
；

S

藝

術

：
で

あ

：

る
？

：
浮
世
韓
も
、
初

明y:
'

は
，ま
那
肅
の
：影

響

があ
り
、
後

に

は 

S

洋
纖
.

の
手
法
を.
取
り
入
.

れ

，
て

は

：
ゐ

'る
.が
、
.

而
も
最
も
外
國
藝
術
：の
感
化
を
受
け
る
こ
と
；の
0

な
：

本
獨
特
の
美
術，.で
あ
：；
る
0
.
が

然

マ
決
し
，
.て
：
新

與

日

本

國

民

を

鼓

舞

ず

る

大

藝

術

で

：
は

な

か

，
つ

た

c
r
.

奮
浮
世
输
が
明
治
時
代
に1

/
て

亡

，
，び

た

と

と

は

當

然

で

あ

を

？
 

.

i

,

l

て
i

世
1

齋 

.
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• 
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